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2 特集 平成22年度予算
6 庄原中学校を全面改築へ

8 地域づくり講演会2010「協働」ってなに？

10 まちなか交流施設オープン

12 「さとやまのお母さん」を募集

13 市合併５周年記念NHK「のど自慢」

15 ふるさと応援寄付金の状況

16 子ども手当の支給はじまる

18 消費者月間「だまされないために」

19 健康広場「がん健診に行こう!!」

22 カメラレポート

20 市政トピックス

26 お知らせ

マツダスタジアムでのカープ地元開幕戦に、「満１歳・庄原赤ちゃん大集合ツアー」で
参加した、赤ちゃんとその家族が試合を観戦。電光掲示板に赤ちゃんの写真が
映し出されると、家族の歓声とともに球場全体が和やかな空気に包まれました。
（関連記事22ページ）

お気軽にお電話下さい。また、ホームページでもご覧頂けます。
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庄

住宅エコポイントが
はじまりました。
住宅エコポイントが
はじまりました。
住宅エコポイントが
はじまりました。

詳しくはフリーダイヤルまで
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誕
生
一
周
年
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予
算

「財政健全化」の取り組みを継続
「重点戦略プロジェクト」・「長期総合計画・後期実施計画」に重点配分

　平成22年度の庄原市の当
初予算が成立しました。長引
く景気低迷によって市が確保
できる財源も限られてくる状
況ですが、市債の発行を抑え
るなど財政健全化の取り組み
を維持しつつ、重点事業へ効
果的な予算配分を行いました。

「財政健全化」を継続して実行

市債残高の推移
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合併後最大規模

歳入の特徴
●市税などの自主財源は、景気の
悪化などから市民税が落ち込ん
だことにより、減額となりました。

●国・県支出金は、地上デジタル放
送、携帯電話エリア整備事業など、
安心社会実現のための補助金確
保により、大幅な増額となりま
した。

●地方交付税は、地方の自主財源
の充実・強化を図る措置で、増額
となっています。

● 国・県支出金：
　 国・県が使用目的を特定して交付
● 地方交付税：
　 所得税、法人税、消費税などの国税
　 収入の一部を国が交付
● 市　債：
　 公共施設の整備などのために借入
● 諸収入など：
　 貸付金の返済などの諸収入、貯金に
　 あたる基金からの繰入金など

※（　）は前年度比

※（　）は前年度比

詳しくは、市のホームページに予算資料を掲載しておりますので、ご覧ください。

依存財源　82.8％

自主財源　17.2％

317億1,764万円
（+7億6,954万円）

歳 入
一般会計

市　税
38億325万円

（-2億271万円）

市　債
38億5,527万円

（-3億4,665万円）

地方交付税
150億6,470万円

（+4億5,214万円）

国・県支出金
62億3,673万円

（+12億3,342万円）

諸収入など
16億2,927万円

（-2億8,272万円）

地方譲与税など
11億2,842万円

（-8,394万円）

　平成18年度に策定した公債費負担適正化計画に基づいて、市債残高を削減するよう計画的な市債（借金）
発行に努めています。グラフは年度末での残高を表しています。平成21年度以降は見込みです。

■企業会計
■特別会計
■普通会計

長期総合計画
後期実施計画

地上デジタル放送への対応、
庄原保育所移転、地域医療の
確保、庄原中学校改築 など

重点戦略
プロジェクト

農業自立振興、
木質バイオマス活用、

観光振興・定住促進 など

財政健全化

公債費負担適正化計画の遵守
事業の選択と集中

庄原市

【特集】

平成22年度

予 算

SPECIAL

「共生社会」の実現へ
着実な歩みを

平成22年度 予算

平成22年度一般会計の総予算は317億1,764万円となり、合併に伴う地域振興基金35億円創設の
特殊事業があった平成17年度を除くと、合併後では最大規模となりました。

一般会計予算

「共生社会」の実現へ着実な歩みを
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317億1,764万円
（+7億6,954万円）

歳 出
一般会計

人件費
52億3,270万円

（+9,208万円）

公債費
66億3,490万円

（-3億9,277万円）

扶助費
23億4,283万円

（+5億1,601万円）

物件費・
維持補修費
43億2,759万円

（+1億7,116万円）

補助費など
43億7,040万円

（+2億580万円）

普通建設・
災害復旧事業費
59億2,882万円

（-1億6,846万円）

繰出金など
22億1,492万円

（+3,554万円）

貸付金・出資金
6億6,548万円

（+3億1,018万円）

歳出の特徴
●扶助費は、子ども手当の新設な

どにより、大きく伸びています。
●公債費は平成17年度をピーク
に計画どおり減少してきていま
す。

●補助費は産業振興や医療、福祉
施策の充実により、増額となり
ました。

● 扶助費：
　 生活保護、児童手当や齢者・乳幼児の
　 医療費
● 普通建設事業費：
　 道路、学校、公園などの公共施設の
　 建設費
● 物件費：
　 委託料、消耗品費、通信運搬費
● 補助費：
　 各種団体への補助金、負担金
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新しい事業や予算を増やしたり、内容を充実させた重点事業をお知らせします。

平成22年度 予算 「共生社会」の実現へ着実な歩みを

自治・協働

自治振興区の活動促進補助と
運営支援

２億3,783万円

88自治振興区の運営・活動を支援す
るため交付金などを交付。新たに八幡、
帝釈、口和、総領が自治振興センター化。

地域密着型介護サービス
施設整備助成

１億9,515万円

県補助金を活用し、地域密着型介護
サービス施設を整備する法人に、整
備事業費と開設に伴う体制整備に必
要な経費の一部を助成。

木質バイオマス活用
プロジェクト

３億1,501万円

○ペレットボイラー導入事業
○ペレットストーブ購入補助
○竹の有効活用事業
○ペレット製造施設管理運営
○木質バイオマス利活用プラント建
　設補助
など、新産業創出や林業振興、地域資
源循環型社会の構築と里山再生を目
指す。

まっとるよ！
庄原定住プロジェクト

４,465万円

○新婚世帯家賃支援補助金
○ふるさと応援団「エール庄原」の充
　実
○起業支援補助金など定住希望者の
　経済基盤づくり
○定住のための空家活用改修事業補
　助金
○高速バス活用による定住対策補助
　金
○男女の出会いサポート実行委員会
　負担金
○定住促進事業実績交付金など自治
　振興区と連携したＵターンの推進 
　ほか

クラスターのまち
実現プロジェクト

1,133万円

７地域の個性や特性を活かしたクラ
スターのまちづくり実現に向けて、
事業展開を図る。

地域づくりリーダー育成

263万円

市民と行政による協働のまちづくり
を推進するため、講座や研修を行な
い地域リーダーを育成。

まちづくり基本条例策定

215万円

市の基本理念である「げんきとやす
らぎのまちづくり」の具現化に向け、
市民と行政との役割・責務について
基本的事項を定める基本条例を策定し、
住民参画によるまちづくりを推進。

保健・福祉・医療

出産祝い金

６,775万円

子どもの誕生を祝福するとともに、
次代を担う子どもたちの健やかな成
長と保護者の経済的負担の軽減を図る。
第１子の誕生は20万円／1人
第２子の誕生は20万円／1人
第３子以降の誕生は35万円／1人

庄原保育所移転改築事業

１億6,887万円

老朽化が激しく耐震強度が不十分な
庄原保育所の移転改築。平成22年度
は用地取得と測量設計を実施。
平成22年度～平成24年度
予定総事業費　６億8，340万円

老人福祉施設整備支援

7,900万円

介護保険と障害者福祉の複合施設を
整備する法人に対して、ふるさと財
団の融資を活用し、対象事業借入総
額の１／４以内で無利子の貸付を行う。

私立小奴可保育所移転改築補助

１億9,782万円

私立小奴可保育所移転改築事業（平
成21年度～平成22年度）の経費を一
部補助。平成22年度は本体工事、工事
監理などへの補助。

緊急医療体制の確保

5,595万円

中核病院である庄原赤十字病院の機
能の維持と強化を図る。　
○婦人科外来の維持・継続
○麻酔科医師、看護師の確保支援

医療従事者育成奨学金貸付事業

１,612万円

本市の医療を支える人材を育成する
ため、医師・看護師などの医療職に就き、
市内の医療機関などに勤務しようと
する方に、奨学金を貸付ける。

テレビ難視聴解消補助

７億630万円

地上デジタルテレビ放送が視聴でき
るように、共聴施設の改修または新
設を行う共聴組合に整備費の一部を
助成。

携帯電話エリア整備

６億9,798万円

携帯電話不感地域の基地局施設を４
地区10ヵ所整備し、通話可能世帯カ
バー率99.8％を目指す。

子ども手当の支給

６億1,913万円

新政権のマニフェストに基づき創設
された「子ども手当」。中学生まで１
人あたり月額13,000円を支給。

事業所内託児所運営補助

500万円

事業所内に託児所を設置する事業者
に運営費用の一部を助成し、安心し
て働くことができる環境づくりを推進。

市民タクシー事業

575万円

自治振興区が運営する市民タクシー
事業へ支援。継続13地区と新規10地
区で展開。

産業・交流

新規就農者支援（重点戦略プロジェクト）

2,740万円

新規就農者を支援するとともに、企
業の農業参入を促進。

住宅用太陽光発電システム等
設置事業補助金

1,201万円

市内の住宅に太陽光発電設備及び省
エネ機器（LED照明器具等）を整備す
る方に、経費の一部を助成。

環境・基盤・定住

教育・文化

農業後継者育成（重点戦略プロジェクト）

960万円

農家などで営農研修を行う方に奨励
金を交付し、農業後継者の育成・確保
を図る。

耕畜連携支援モデル事業補助

２億7,595万円

国の交付金を活用し、鶏糞を発酵処
理するための施設整備(CO2削減、臭
気抑制)に要する経費の1／2を助成
することにより、発酵鶏糞の地域内
利用の促進と循環型農業の推進を図る。

学校環境の整備・充実

458万円

インフルエンザ対策の一環として小
中学校の全教室へ加湿器を配備。

重点戦略プロジェクト

農業自立振興プロジェクト

２億4,678万円

○新規就農者への支援
○農業後継者育成　
○営農指導員設置
○かんたん就農塾
○食農教育モデル事業
○地産地消推進事業
○農業自立支援プログラム実践
○がんばる農業支援事業補助金
○有機農業推進事業
○繁殖用和牛飼育推進
○土づくりによる地域ブランド化事業
など、「農業による定住社会の復活」
を目指し、農家所得の向上と地域農
業の底上げを図る。

感動！観光振興プロジェクト

５,801万円

○2010年庄原さとやま博
○庄原市観光振興公社設立準備
○しょうばらさとやまバスツアー　
　100の充実
○備北観光ネットワーク協議会関係
　経費
○オープンガーデンコンテスト補助
　金
○庄原まちなか会議負担金 ほか

庄原中学校改築事業

４億7,598万円

耐震強度が不足し老朽化の著しい庄
原中学校の校舎などを全面改築（建替）。
平成20年度～平成25年度
予定総事業費　33億6，000万円

観光交流ターミナルの整備

5,387万円

中国横断自動車道尾道松江線の開通
に向けて、高野観光交流ターミナル（道
の駅）を整備。平成22年度は用地造成
工事、建物実施設計など。

中小企業振興対策

４億1,518万円

中小企業振興事業補助金、中小企業
融資預託金 ほか。

重点事業
Main

business
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庄原中学校を全面改築へ

個
が
輝
き
未
来
を
創
造
す
る
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
実
現

基本目標 基本項目

庄原中学校施設整備基本構想図

（2）開放的・機能的な教育空間の
     創出が図れる施設整備

（3）安全で健康的な教育環境が
　  図れる施設整備

（4）地域と共に歩む中学校教育機能の
　  充実が図れる施設整備

（5）地域木材を活用した施設整備

（6）敷地条件や周囲の環境に
　  配慮した施設整備

（7）新エネルギーの活用など
　  環境との共生に配慮した施設整備

① 開放的・機能的な教育空間の創出

② 情報教育・国際理解教育の充実

③ 伝統や文化に関する教育の充実

① 住民の緊急避難施設として対応できる高い防災機能の確保

② 安心な教育環境が担保できる高い防犯機能の確保

③ 地域開放・地域利用の促進

① 環境に配慮したエコ型設備の導入

② 環境教育の充実

③ コスト削減の工夫

① 事故防止など安全の確保

② 健康的な教育環境の充実

① 地域木材を充分活用した温かみと潤いのある教育環境の創出

② 地域特性や地域産業の理解が深まる教育環境の創出

① 周辺の自然環境と調和がとれた教育環境の創出

② 段差がなく開放的で効率的に利用できる敷地の確保

① 個に応じた教育活動・相談活動の充実

② 多様な学習形態・弾力的な集団に応じた教育活動の充実

（1）個に応じた教育活動・相談活動の
     充実が図れる施設整備

基本理念

現
　
状

取
り
組
み
状
況

※
１

　『
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
』と
は
、技
術
提
案
書
の
提
出
を
求
め
、

そ
れ
を
審
査
し
、最
も
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
者
と
契
約
を
す

る
方
式
で
す
。

　
発
注
者
と
設
計
者
が
、具
体
的
な
設
計
を
共
同
し
て
進
め
ら

れ
る
た
め
、発
注
者
が
要
求
す
る
質
の
高
い
建
築
設
計
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

●
平
成
22
年
度

　
基
本
設
計
・
地
質
調
査
・
実
施
設
計
・
校

　
舎
棟
建
築(

一
部)

●
平
成
23
年
度

　
校
舎
棟
建
築
・
関
連
外
構
工
事

●
平
成
24
年
度

　
屋
内
運
動
場
・
武
道
場
・
付
属
建
物
建
築
・

　
関
連
外
構
工
事
・
既
存
校
舎
棟
解
体
撤

　
去
・
グ
ラ
ン
ド
整
備

●
平
成
25
年
度

　
既
存
屋
内
運
動
場
・
武
道
場
解
体
撤
去
・

　
敷
地
整
備
工
事

庄
原
中
学
校
施
設
整
備

基
本
方
針

一
基
本
理
念(

要
旨)

To reconstruction full-scale in Shobara Junior High School

原
中
学
校
は
、昭
和
43
年
に
旧
庄
原

市
内
７
校
が
統
合
し
、昭
和
44
年
に

校
舎
を
新
築
し
、昭
和
45
年
か
ら
現
在
の
校

舎
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
、生
徒
数
1
0
0
0
人
余
り
、学

級
数
30
余
り
の
大
規
模
校
と
し
て
充
実
し

た
設
備
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、約
40
年

を
経
過
し
た
現
在
の
施
設
は
、老
朽
化
の
問

題
に
加
え
、施
設
内
に
も
死
角
と
な
る
部
分

が
多
い
な
ど
、生
徒
指
導
面
や
安
全
面
で
、

課
題
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、少
子
・
高
齢
化
、

情
報
化
、国
際
化
、価
値
観
の
多
様
化
へ
の

対
応
な
ど
、時
代
の
要
請
を
踏
ま
え
た
施
設

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、構
造
的
な
面
も
、耐
震
診
断
や
耐

力
度
調
査
で
、い
ず
れ
も
国
の
求
め
る
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、早
急
な
対
応
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
昨
年
度
、「
庄
原
中
学
校
改
築
事
業

基
本
方
針
」を
策
定
し
、今
後
、関
係
者
か
ら

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、平
成
25
年
度
の
事
業

完
了
を
目
指
し
て
、全
面
改
築
を
行
い
ま
す
。

じ
め
に
、地
域
住
民
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
職

員
な
ど
関
係
者
の
意
見
や
要
望
を

改
築
事
業
に
反
映
す
る
た
め「
庄
原
市
立
庄

原
中
学
校
改
築
事
業
の
実
施
に
伴
う
関
係

者
の
意
見
を
聴
く
会
」を
設
置
し
、３
月
18

日
に
第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
で
、「
今
後
の
学
校
教
育
機
能
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な

施
設
が
必
要
か
」と
い
う
視
点
で
今
後
も
協

議
を
重
ね
、目
指
す
べ
き
学
校
施
設
の
姿
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、３
月
30
日
に
は
、よ
り
優
れ
た
設

計
者
に
よ
る
創
造
力
や
技
術
力
、豊
富
な
経

験
な
ど
を
期
待
し
て
、指
名
型
設
計
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式(
※
１)

に
よ
る
設
計
者
選
定
公

開
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。多
く
の

市
民
の
方
が
見
学
す
る
中
、５
社
が
企
画
案

を
説
明
し
た
後
、選
定
委
員
会
の
厳
正
な
審

査
を
経
て
、㈱
村
田
相
互
設
計
を
設
計
者
に

決
定
し
ま
し
た
。

庄

は

学
校
施
設
は
、
生
徒
・
教
職
員
が
１
日

の
昼
間
の
大
半
を
過
ご
す
と
こ
ろ

で
あ
り
、ま
ず
安
心
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ

る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、

当
該
学
校
の
学
校
教
育
を
い
か
に
充
実
し

て
い
く
か
の
観
点
で
整
備
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
施
設
は
、耐
震
性
の
不
足
や
、施

設
の
老
朽
化
に
加
え
、棟
数
が
多
く
死
角
と

な
る
個
所
が
敷
地
に
多
数
あ
り
、教
育
指
導

が
充
分
に
行
き
渡
ら
な
い
施
設
環
境
で
あ

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
改
築
に
あ
た
っ
て
は
、充
分
な
耐
震
性
を

有
し
、防
犯
機
能
も
備
え
た
安
心
安
全
な
施

設
に
す
る
と
と
も
に
、開
放
的
で
機
能
的
な

教
育
空
間
を
創
出
し
ま
す
。ま
た
、地
域
木

材
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
配
慮

し
、生
活
の
場
と
し
て
快
適
に
過
ご
せ
る
施

設
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、庄
原
中
学
校
施
設

整
備
に
お
け
る
基
本
理
念
を「
個
が
輝
き
未

来
を
創
造
す
る
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
実
現
」と

し
、そ
の
実
現
に
向
け
、７
つ
の
基
本
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。ま
た
、基
本
目
標
に
沿

っ
て
基
本
項
目
を
設
定
し
、具
体
的
な
施
設

整
備
計
画
を
立
案
し
ま
す
。

プロポーザル方式による設計者
選定公開ヒアリングの様子

次代を担い将来の社会を創っていく中学生

教室で授業を受ける中学生

主
な
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル(

予
定)

現在の庄原中学校

庄原中学校を
全面改築へ
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今、地域づくりには「協働」が求められています。
この協働をテーマにした地域づくり講演会を３月20日、庄原市ふれあいセンターで
開催しました。その内容の一部を紹介します。
協働するためには何が必要なのかを一緒に考えてみましょう。

IIHOE〔人と組織と地球のための国際研究所〕
代表

自治を回復し、まち・むらの課題を、
　　　　　まち・むらの力で解決するために
～協働の基礎を再確認する～

演題

講師

こ
の
講
演
を
録
画
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
振
興
課（
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
2
0
9
）ま
た
は
、各
支
所
地
域
振
興
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
抜
粋
）

ご
意
見

協働ってなに？

Community improvement lecture

～協働が求められている理由～

「
協
働
」っ
て
な
に
？

新
た
な
魅
力
づ
く
り

一
人
で
ひ
と
り
の

　
　
　
高
齢
者
を
支
え
る

地域づくり講演会 2010
地域づくり講演会 2010

川北  秀人 さん

かわ きた ひで と

「
キ

限

自
治
を
取
り
戻
そ
う

そ

庄

地

地
域
の
力
を

　
　
出
し
惜
し
み
し
な
い

ＱA

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。（
※
抜
粋
）

ョ
ウ
ド
ウ
」の
意
味
は「
強
制
労
働
」

の
略
だ
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
人

が
い
ま
す
が
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ

れ
ま
で
行
政
が
し
て
き
た
こ
と
を
住
民
に

肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、市
民
が

困
っ
て
い
る
こ
と
を
行
政
が
す
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
た
ち
の
地
域
を
ど
う

す
る
の
か
を
、官
と
民
が
一
緒
に
考
え
、実

践
す
る
こ
と
で
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
に
例
え
る
と
、今
ま
で
は
行

政
が
建
物
を
建
て
、メ
ニ
ュ
ー
も
考
え
、市

民
は
お
客
と
し
て
た
だ
食
べ
る
だ
け
。皿
の

片
付
け
も
行
政
が
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
で

は
な
く
、官
と
民
と
で
一
緒
に
経
営
す
る
の

で
す
。営
業
時
間
は
何
時
か
ら
に
す
る
の
か
？

メ
ニ
ュ
ー
は
？
値
段
は
ど
う
す
る
の
か
？

を
一
緒
に
話
し
合
っ
て
、う
ま
く
い
っ
て
も

い
か
な
く
て
も
責
任
を
分
担
す
る
。こ
れ
が

協
働
で
す
。

原
市
の
人
口
は
、１
９
９
０
年
に
５

万
人
で
し
た
が
、現
在
は
お
よ
そ
４

万
人
。こ
れ
か
ら
10
年
ご
と
に
お
よ
そ
５
千

人
ず
つ
減
っ
て
い
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。子

ど
も
の
数
は
半
減
し
て
お
り
、今
後
も
さ
ら

に
４
割
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。わ

ず
か
20
年
で
子
ど
も
の
数
が
半
分
に
な
る

と
い
う
ペ
ー
ス
は
、こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。高
齢
者
率
は
現
在
で
38
％
、

２
０
２
０
年
に
は
44
％
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
お
り
、1
人
で
ひ
と
り
を
支
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
庄
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
に
、

国
の
政
策
を
待
つ
の
で
は
な
く
、自
ら
考
え

行
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
段
階
に
入
っ

て
い
ま
す
。国
の
20
～
30
年
先
を
行
く
庄
原

市
は
、よ
そ
が
何
を
し
て
い
る
の
か
を
気
に

し
て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
だ
ど

こ
も
し
て
い
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

も
そ
も
、地
域
づ
く
り
は
何
の
た
め
、

誰
の
た
め
に
や
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
る
地
域
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
は
自
分

た
ち
の
た
め
で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
し
よ
う
。」と
、Ｊ
Ａ
・
商
工
会
・
漁
協
・

森
林
組
合
・
行
政
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
員
な
ど
が
連

携
し
、自
分
た
ち
の
町
の
豊
か
さ
を
子
ど
も

た
ち
自
身
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、独
自
の

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。授
業
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、毎

年「
こ
う
す
れ
ば
町
は
も
っ
と
良
く
な
る
」

と
い
う
提
案
を
町
長
や
教
育
長
に
提
出
し

ま
す
。そ
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
高
校
を
卒

業
し
て
こ
の
町
に
戻
っ
て
く
る
と
き
に
、１

つ
で
も
提
案
を
実
現
さ
せ
る
地
域
を
目
指

し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
世
代
が
誇
り
を
持
っ
て

暮
ら
し
、育
っ
た
町
で
ち
ゃ
ん
と
働
い
て
い

け
る
よ
う
な
基
盤
を
大
人
た
ち
が
責
任
を

持
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
。こ
れ
は
行
政
だ
け

に
や
ら
せ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
庄
原
市
で
は
、公
民
館
の
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
要
求
に
あ
っ
た
運
営
が
で
き
る
よ

う
に
、指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
多
様
化
す
る
住
民
の
要
求
が
検
討
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
が
と
て
も
重
要
で
す
。み

な
さ
ん
が
指
定
管
理
者
に
な
っ
た
と
き
に

は
、地
域
の
要
求
が
何
な
の
か
を
再
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。「
地
域
の
代
表
だ
か
ら
」で
は

な
く
、「
地
域
の
要
求
を
理
解
し
、応
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
」指
定
管
理
者
に
な
る
の

で
す
。

域
の
新
し
い
魅
力
づ
く
り
を
ど
う

す
る
か
、考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
の
別
府
で
は
、市
民
活
動
団
体
が

少
人
数
参
加
の
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、人
気
を
呼
ん

で
い
ま
す
。観
光
客
数
は
、昭
和
の
絶
頂
期

の
３
分
の
１
に
減
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
増
え
て
き

ま
し
た
。10
万
、１
０
０
万
人
単
位
の
観
光

客
数
で
は
な
く
、自
分
の
と
こ
ろ
に
ま
た
必

ず
来
て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
を
ど
れ
だ
け

積
み
重
ね
ら
れ
る
か
で
勝
負
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
企
画
は
大
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
れ
を
魅
力
と
し
て
集
め

て
い
く
こ
と
で
い
え
ば
庄
原
市
で
も
で
き

る
。例
え
ば
、企
画
す
る
い
く
つ
か
の
表
ツ

ア
ー
を
制
覇
す
る
と
、観
光
農
園
で
絶
対
人

に
は
出
さ
な
い
一
番
奥
の
リ
ン
ゴ
を
４
人

だ
け
が
取
れ
る
裏
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
る
。

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
の
力
を
ど
う
高
め
、維

持
す
る
か
は
、行
政
を
待
っ
て
い
て
は
い
け

ま
せ
ん
。自
分
た
ち
の
力
で
何
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。界

集
落
に
訪
れ
そ
こ
で
感
じ
る
の
は
、

そ
の
地
域
が
元
気
か
ど
う
か
は
、住

民
の
数
や
若
者
の
比
率
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
。自
分
た
ち
が
住
み
続
け
る
地
域
の
た

め
に
、出
し
押
し
み
せ
ず
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
か
ど
う
か
で
す
。

　
み
な
さ
ん
が
、み
な
さ
ん
の
子
ど
も
や
孫

た
ち
が
、こ
の
町
に
住
み
続
け
る
た
め
の「
地

域
に
対
す
る
投
資
」と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
行
政
に
任
せ
て
い
た
こ
と
を
地

域
に
ど
の
く
ら
い
取
り
戻
し
、地
域
と
行
政

が
力
を
合
わ
せ
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
を
、

ど
う
や
っ
て
始
め
る
か
を
一
緒
に
考
え
て

い
く
。そ
れ
が「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
集
落
、地
域
で
も
、こ
れ
か

ら
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
け
ば
地
域
が

豊
か
に
な
る
の
か
を
し
っ
か
り
話
し
合
い
、

行
動
し
、
そ
れ
に
行
政
を
ど
う
巻
き
込
ん

で
い
く
の
か
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

今
お
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
抜
け
出

し
に
く
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
業
で
、１
０
０
％
収
穫
で
き
る
と

思
っ
て
種
を
ま
い
て
い
ま
す
か
？
農

業
は
ま
ず
土
づ
く
り
で
す
。土
づ
く
り
を
し

っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
、花
は
咲
き
ま
せ

ん
。地
域
づ
く
り
は
土
づ
く
り
だ
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。今
年
ど
ん
な
花
が
咲
く
か
で
は

な
く
、来
年
も
再
来
年
も
ず
っ
と
花
を
咲
か

せ
続
け
よ
う
と
す
る
と
土
を
耕
し
続
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。方
向
や
植
え
る
位
置

は
違
っ
て
も
、一
緒
に
耕
し
続
け
よ
う
と
思

っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、ぜ
ひ
一
緒
に
動

き
だ
し
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
振

興
区
で
魅
力
を
競
い
合
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。協

働
を
進
め
る
た
め
に
市
役
所
に
求

め
ら
れ
る
も
の
は
？

他
の
自
治
体
で
は
、協
働
す
る
事
業

の
予
算
を
他
の
事
業
よ
り
優
先
的
に

つ
け
た
り
、市
民
か
ら
協
働
し
た
い
事
業
の

提
案
を
受
け
付
け
予
算
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。自
治
体
が
事
業
を
選
択
す

る
の
で
は
な
く
、市
民
が
協
働
す
る
事
業
を

選
択
す
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
ル
ー
ル

を
つ
く
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●
も
っ
と
若
い
人（
35
歳
以
下
）が
動
け
る

　
よ
う
に
、ア
イ
デ
ア
を
発
揮
で
き
る
場
を

　
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
今
回
の
講
演
会
は
大
変
刺
激
的
で
素
晴

　
ら
し
い
も
の
で
し
た
。こ
れ
を
こ
こ
で
終

　
わ
ら
せ
ず
に
、生
か
せ
る
よ
う
に
協
働
し

　
た
い
も
の
で
す
。

●
過
去
の
事
例
は
も
う
使
え
ま
せ
ん
。前
例

　
に
と
ら
わ
れ
な
い
条
例
を
作
成
し「
庄
原

　
タ
イ
プ
の
協
働
」を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

　
ょ
う
。

●
今
の
補
助
制
度
の
考
え
方
を
市
民
と
一

　
緒
に
見
つ
め
直
し
て
み
て
は
。

●
多
様
な
ニ
ー
ズ
、形
態
が
あ
る
中
で
、一

　
律
的
な
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
化
は
問
題

　
が
あ
る
の
で
は
。

ＱA

【プロフィール】1964年大阪生まれ。京都大学を卒業後、㈱リクルートに入社。
その後、国際青年交流NGOの代表、国会議員の政策担当秘書を歴任。1994年、
IIHOE〔人と組織と地球のための国際研究所〕を設立。
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ま
ち
な
か
の
魅
力
と
賑
わ
い
創
出
を
目

的
に
4
月
9
日
、「
紅
梅
通
り
三
軒
茶
屋
」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
軽
食
喫
茶
の
営
業
と
特
産
品
を
販
売
す

る
１
階
の「
さ
ん
ち
ゃ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」は
、障
が
い

者
多
機
能
型
事
業
所
み
と
う
温
泉
で
働
く
方

の
仕
事
場
と
職
業
訓
練
の
場
と
し
て
、社
会

福
祉
法
人
総
領
福
祉
会
が
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
２
階
は
、展
示
室
が
３
部
屋
あ
り
、展
示

会
場
や
会
議
室
と
し
て
無
料
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、営
利
目
的
の

場
合
は
1
時
間
あ
た
り
1
0
0
0
円
）

　
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
な
ど
が
楽
し
め
る
軽

食
喫
茶
は
、地
元
庄
原
産
の
野
菜
に
こ
だ
わ

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
休
憩
所
や
ト
イ
レ
利
用
と
し
て
も
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
営
業
時
間
は
9
時
か
ら
16
時（
ラ
ン
チ
は

11
時
か
ら
14
時
）ま
で
。

　
毎
週
土
・
日
曜
日
が
店
休
日（
予
約
営
業

有
り
）

　
市
は
、市
街
地
の
ま
ち
歩
き
や
買
い
物
を

楽
し
む
人
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、ま
ち
な
か

で
長
く
滞
在
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く

り
に
と
、紅
梅
通
り
周
辺
の
空
き
店
舗
や
路

地
空
間
を
活
用
し
て
、「
紅
梅
通
り
三
軒
茶

屋
」と「
ま
ち
な
か
広
場
」の
一
体
的
な
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、三
軒
茶
屋
裏
の
空
き
地
を
公
園

と
し
て
整
備
す
る
予
定
に
し
て
お
り
、観
光

客
が
ま
ち
な
か
を
散
策
し
な
が
ら
市
街
地

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

「
さ
ん
ち
ゃ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」

鈎
0
8
2
4
‐
7
2
‐
2
0
3
7

２
階
利
用
申
し
込
み
窓
口

商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
係

鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
7
8

市
民
交
流
サ
ロ
ン
ラ
ッ
キ
ー

鈎
0
8
2
4
‐
7
2
‐
0
0
7
5

　
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
拠
点
施
設「
庄
原
市
東
城
ま
ち
な
か
交

流
施
設（
え
び
す
）」が
４
月
10
日
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　「
え
び
す
」は
、東
城
ま
ち
な
か
散
策
の
交

流
・
憩
い
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、市
民

活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
持
っ
て
い

ま
す
。「
集
う
・
情
報
」「
学
ぶ
」「
憩
う
・
交
流
」

「
食
べ
る
」「
売
る
」の
５
つ
の
機
能
を
基
本

に
、東
城
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
と
地
域
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
は
、ま

ち
な
か
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
し

ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、作
品
展
や
市
民
の
創
作
活

動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
多
目
的
研
修
室
は
、地
域
の
文
化
教
室
や

講
演
会
、会
議
室
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

※
営
利
目
的
で
使
用
す
る
場
合
は
、１
時
間

あ
た
り
1
0
0
0
円

　
癒
し
と
集
い
の
空
間
。常
設
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
集
客
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
随
時
行

い
ま
す
。

　
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
味

わ
え
ま
す
。

　
シ
ョ
ッ
プ
は
、東
城
な
ら
で
は
の
特
産
品

や
手
作
り
品
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。

開
館
時
間
　
９
時
～
18
時

多
目
的
研
修
室
は
22
時
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
地
域
振
興
室
　
　
　
　
　
　
　

鈎
0
8
4
7
7
‐
2
‐
5
0
0
3

東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設（
え
び
す
）

鈎
0
8
4
7
7
‐
3
‐
0
7
8
8

　
東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設『
え
び
す
』

の
運
営
を
任
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、こ

れ
ま
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
思
い
入
れ

か
ら
、こ
れ
か
ら
や
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち

と
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
使

命
感
で
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　「
え
び
す
で
何
を
す
る
の
？
」「
ど
う
な

る
の
？
」と
い
っ
た
声
が
圧
倒
的
に
多
い

中
、「『
え
び
す
』と
は
何
な
の
か
」を
こ
れ

か
ら
市
民
の
み
な
さ
ま
に
示
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　『
え
び
す
』
は
市
民
、
地
域
に
と
っ
て

の
財
産
。
起
爆
剤
と
し
て
の
役
割
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
若
者
た
ち
を
中
心
と

し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
知
恵
を
出
し
合

い
切
磋
琢
磨
で
き
る
場
所
に
し
て
行
き

た
い
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

EBISUSANGENTYAYA

特産品販売コーナー

材料にこだわった日替わりランチ

ま
ち
な
か
交
流
の
拠
点
に

代表取締役

株式会社えびす
（指定管理者）

後藤  茂行 さん

ご とう しげ ゆき

三楽荘
●

東城

庄原署
東城交番

●

庄原市東城支所
　　　●

JR芸
備
線

成
羽
川

文 東城小

至東城IC・
福山

至庄原

東城まちなか交流施設
（えびす）

東城まちなか交流施設「えびす」

位置図

庄原まちなか交流施設「紅梅通り 三軒茶屋」

位置図

In
te

rv
ie

w

『
え
び
す
』の

　
　 

持
つ
意
義

集
う
・
情
報

【
主
屋
１
階
】

売
　
る

【
主
屋
１
階
】

憩
う
・
交
流

【
中
庭
】

食
べ
る

【
蔵
】

学 

ぶ

【
主
屋
２
階
】

楽笑座●

交流サロン　
ラッキー●

●アート多愛夢

●庄原市役所

●　　
庄原警察署

まちなか
広場

紅
梅
通
り

庄原まちなか交流施設
（紅梅通り三軒茶屋）

４月10日（土）にオープン

東城まちなか交流施設庄原まちなか交流施設

「さんちゃKAI」4月9日（金）にオープン

「紅梅通り三軒茶屋」 「えびす」

気
軽
に
立
ち
よ
っ
て
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庄
原
市
合
併
５
周
年
記
念

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
、庄
原
市
、庄
原
市
教

育
委
員
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
庄
原
市
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー

【
本
　
番
】　
平
成
22
年
７
月
４
日（
日
）

開
場
／
11
時
　
開
演
／
11
時
45
分

終
演
予
定
／
13
時
30
分

【
予
選
会
】　
平
成
22
年
７
月
３
日（
土
）

開
場
／
12
時
　
予
選
会
開
始
／
13
時

終
了
予
定
／
17
時
30
分

庄
原
市
民
会
館（
９
２
６
席
）

（
庄
原
市
西
本
町
２
‐
17
‐
15
　
鈎
０
８
２
４

‐
７
２
‐
４
２
４
２)

●
ゲ
ス
ト
／
北
山
た
け
し
・
秋
元
順
子

●
出
場
／
予
選
を
通
過
し
た
20
組
の
み
な

さ
ん

●
司
会
／
松
本
和
也
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

郵
便
往
復
は
が
き【
１
枚
１
名（
組
）様
】の

往
信
用
裏
面
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名

前（
ふ
り
が
な
）④
年
齢
⑤
職
業（
具
体
的
に
）

⑥
電
話
番
号
⑦
歌
う
曲
目
と
歌
手
名
⑧
選

曲
理
由
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。返
信
用
表
面
に
は
郵
便
番
号
、住
所
、名

前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
あ
て
先
　
〒
７
３
０
‐
８
６
７
２
　
Ｎ
Ｈ

Ｋ
広
島
放
送
局「
の
ど
自
慢 

出
場
」係

●
締
め
切
り
　
平
成
22
年
５
月
31
日（
月
）

必
着
　

※
応
募
は
１
人(

組)

１
通
に
限
り
ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
で
出
場
さ
れ
る
場
合
、全
員
の

「
名
前
」「
年
齢
」「
職
業
」を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
応
募
資
格
は
15
歳
以
上（
中
学
生
を
の
ぞ

く
）、原
則
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、定
員
２
５
０
組
を

選
出
の
う
え
、前
日
の
予
選
会
に
出
場
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
が
、入
場
整
理
券（
１
枚

で
２
名
様
ま
で
入
場
可
）が
必
要
で
す
。郵

便
往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
と
返
信
用

表
面
に
、①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名
前
④
電

話
番
号（
④
は
往
信
用
裏
面
の
み
）を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。応
募
多
数
の

場
合
は
、抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
あ
て
先
　
〒
７
２
７
‐
０
０
１
３
　
庄
原

市
西
本
町
２
‐
17
‐
15
　
庄
原
市
民
会
館「
の

ど
自
慢 
観
覧
」係

●
締
め
切
り
　
平
成
22
年
６
月
14
日（
月
）

必
着
　

※
観
覧
申
込
の
当
選
・
落
選
結
果
は
６
月
下

旬
発
送
予
定
で
す
。

※
１
才
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
転
売
を
目

的
と
し
た
お
申
し
込
み
は
固
く
お
断
り
し

ま
す
。

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
】　
平
成
22
年
７
月
４

日（
日
）12
時
15
分
～
13
時（
総
合
テ
レ
ビ
・

衛
星
第
２
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
第
１
／
全
国
生

放
送
）

【
予
選
会
】　
未
定

※
予
選
会
の
模
様
は
収
録
し
、後
日
広
島
県

向
け
に
放
送
す
る
予
定
で
す
。

庄
原
市
民
会
館
　
鈎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
４

２
４
２（
平
日
／
９
時
～
17
時
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
　
鈎
０
８
２
‐
５
０
４

‐
５
２
１
８（
平
日
／
９
時
30
分
～
18
時
）

h
ttp

://w
w

w
.n

h
k
.o

r.jp
/h

iro
sh

im
a
/

の実施について

　
庄
原
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員

会
で
は
、庄
原
さ
と
や
ま
博
お
せ
わ
び
と「
さ

と
や
ま
の
お
母
さ
ん
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
せ
わ
び
と「
さ
と
や
ま
の
お
母
さ
ん
」に

は
、今
年
６
月
１
日
～
来
年
11
月
30
日
ま
で

庄
原
さ
と
や
ま
博
に
関
係
す
る
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
、庄
原
市
民
を
代
表

し
て
、庄
原
市
の
魅
力
を
宣
伝
、紹
介
す
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。庄
原
市

が
大
好
き
、庄
原
市
を
積
極
的
に
P
R
し
た

い
人
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
!!

■
任
期
　
平
成
22
年
６
月
１
日
～
平
成
23

年
11
月
30
日
ま
で

■
募
集
締
切
　
平
成
22
年
９
月
30
日（
木
）

ま
で（
随
時
募
集
）　

■
仕
事
内
容
　
庄
原
さ
と
や
ま
博
の
諸
行

事
で
の
観
光
P
R
、雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
で
の
P
R
。庄
原
市
へ
観
光
に
来
ら
れ

た
お
客
様
の
案
内
な
ど
。

■
応
募
資
格

・
庄
原
市
内
に
在
住
の
方
。（
年
齢
制
限
な

し
）

・
立
候
補
も
し
く
は
推
薦
に
よ
る
。

・
〝
さ
と
や
ま
の
お
ふ
く
ろ
〟
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
の
方
。

・
庄
原
市
を
訪
れ
た
お
客
様
に
愛
す
る
郷

土
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
思
う
熱
意
あ
る

方
。

・
得
意
分
野
や
特
技
を
発
揮
し
て
案
内
で

き
る
方
。

・
勤
務
に
支
障
が
な
く
、任
期
中
、さ
と
や

ま
博
の
諸
行
事
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
庄
原
の

案
内
人
と
し
て
P
R
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
。

（
例
）庄
原
の
食
材
を
使
っ
た
漬
物
作
り
が

得
意
な
方
。

※
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、持
参
・

郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先

庄
原
市
観
光
協
会
連
合
会
　
観
光
公
社
設

立
準
備
室（
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員

会
事
務
局
）庄
原
市
中
本
町
二
丁
目
５
‐
６

鈎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
３
３
８
５

商
工
観
光
課

鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
７
８

「
さ
と
や
ま
の

　  

お
母
さ
ん
」募
集
!!

お
せ
わ
び
と

講 

演 

会 

開 
催

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、抽
選
・

選
出
結
果
の
ご
連
絡
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

庄原市合併５周年記念

1

名
　
称

4

と
こ
ろ

5

出
　
演

6

出
場
申
込

7

観
覧
申
込

8

放
送
予
定

9

お
問
い
合
わ
せ

2

主
　
催

3

と
　
き

NHK広島放送局、庄原市などでは「NHKのど自慢」を実施します。
出場および観覧をご希望の方は、下記の要領でお申し込みください。

「のど自慢」
10月３日開幕

発見
「さい」

さとやま博
略歴
東京農業大学名誉教授をはじめ、日本
東京スローフード協会最高顧問、発酵
の街づくり全国ネットワーク会議代
表ほか、約30もの肩書を持ち、それと
並行して講義、講演を行い執筆活動も
積極的に行っている

　
普
段
わ
た
し
た
ち
が
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
さ
と
や
ま
の「
食
」は
、「
発
酵
」と
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、味
噌
・
醤
油
に

始
ま
り
漬
物
・
地
酒
な
ど
、数
多
く
の
発
酵

食
品
を
食
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、庄
原
さ
と
や
ま
博
で
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
開
発
支
援
の
一
環
と
し
て
、庄
原
市

の「
食
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
講
師
に
、農
学
博
士
で
醸
造
学
・
発
酵
学

の
第
一
人
者
で
あ
る
小
泉
武
夫
さ
ん
を
迎
え
、

全
国
各
地
で
〝
食
か
ら
の
町
お
こ
し
〟
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
経
験
・
事
例
を
交

え
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
食
」の
楽
し
み
方
を
市
民
自
ら
の
発
想

で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、地
域
の
活
性
化
に
結

び
付
け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

と
き
　
６
月
５
日（
土
）13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
　
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
コ

パ
リ
ホ
ー
ル
）

内
容
　
テ
ー
マ「
農
作
物
の
付
加
価
値
高
揚

化
と
地
域
の
活
性
化
」

講
師
　
農
学
博
士
　
小
泉
武
夫
さ
ん
　

問
い
合
わ
せ
　
庄
原
市
観
光
協
会
連
合
会

観
光
公
社
設
立
準
備
室（
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会
事
務
局
）庄
原
市
中
本
町
二

丁
目
５
‐
６
　

鈎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
３
３
８
５

【
食
の
冒
険
家
】

小
泉  

武
夫 

さ
ん

こ       

い
ず
み   

　
　       

た
け
　     

お

北山たけし・秋元順子ゲスト
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展覧会受賞作品

４
年
に
一
度
の
現
地
公
開

５行事のうちの太鼓田植を行っている様子

C
u
ltu

ra
l a

sse
ts

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

庄
原
市
の
新
し
い
重
要
文
化
財

山
供
養
田
植
は
、不
慮
の
死
に
あ
っ

た
牛
馬
の
霊
を
供
養
し
、現
在
飼
育

し
て
い
る
牛
馬
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
・
家

内
安
全
を
祈
願
す
る
祭
り
で
す
。

　
東
城
町
の
塩
原
・
内
堀
・
粟
田
地
区
に
ま

た
が
る
大
飯
が
辻
山（
標
高
１
０
４
０
㍍
）

に
あ
る「
大
仙
神
社
」は
、古
く
か
ら
近
隣

の
大
山
信
仰
の
中
心
と
な
り
大
規
模
な
祭

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
田
植
踊
り
・
供
養
行
事
・
し
ろ
か
き
・
太

鼓
田
植
・
お
札
納
め
の
５
行
事
か
ら
構
成

さ
れ
、小
奴
可
地
区
芸
能
保
存
会
が
主
体

と
な
っ
て
現
在
に
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。

　
４
年
に
一
度
の
貴
重
な
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
5
月
30
日（
日
）11
時
開
会

と
こ
ろ
　
東
城
町
塩
原（
石
神
社
前
）

問
い
合
わ
せ

小
奴
可
地
区
芸
能
保
存
会（
事
務
局
）

鈎
０
８
４
７
７
‐
５
‐
０
８
0
６

庄
原
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
９

東
城
教
育
室

鈎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
２
２
１

文 

化 

財
城
町
大
佐
の
久
保
善
博
さ
ん
が
、平

成
22
年
3
月
10
日
付
け
で
庄
原
市

重
要
文
化
財（
無
形
文
化
財
　
日
本
刀
製

作
技
術
者
）と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。久

保
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、平
成
元
年
に
無

鑑
査
刀
匠
吉
原
義
人
氏
に
入
門
し
、刀
匠

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、平
成
６
年
に
島
根
県
横
田
町（
現

奥
出
雲
町
）へ
移
住
し
作
刀
活
動
を
開
始

さ
れ
、同
年
、初
出
品
作
が
新
作
刀
展
覧
会

で
優
秀
賞
と
新
人
賞
を
受
賞
。そ
れ
か
ら

も
日
本
美
術
刀
剣
保
存
会
新
作
刀
展
覧
会

太
刀
・
刀
の
部
で
14
年
連
続
入
賞
し
、そ
の

内
特
別
賞
を
５
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。近

年
に
お
い
て
も
、第
4
回
備
前
長
船
お
守

り
刀
展
刀
身
の
部
で
1
席
と
2
席
を
独
占

す
る
な
ど
、輝
か
し
い
功
績
を
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
に
は
西
城
町
大
佐
に
善
博

日
本
刀
鍛
錬
場
を
開
き
、日
本
刀
の
製
作

に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、古
来
の
刀

鍛
冶
な
ど
の
幅
広
い
研
究
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
日
本
刀
製
作
技
術
」

「
塩
原
の
大
山
供
養
田
植
」

大

西

文化財の指定を受けた久保善博刀匠

　
５
千
円
以
上
の
寄
附
を
い
た
だ
い

た
方
に
は
、広
報
紙
を
１
年
間
お
届
け

し
ま
す
。　
３
万
円
以
上
の
寄
附
を
い

た
だ
い
た
方
に
は
、広
報
紙
と
併
せ
て
、

「
市
史
・
町
史
誌
」ま
た
は
、「
庄
原
産
木

材
で
制
作
し
た
木
の
器
」の
中
か
ら
ご

希
望
の
い
ず
れ
か
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.sh

o
b
a
ra

.h
ir

o
sh

im
a
.jp

/

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

財
政
課
理
財
係（
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐

1
2
0
2
）ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ふるさと納税制度がスタートした平成20年７月から平成21年度末までの累計です。

① 自治及び協働に関する事業

② 産業及び交流に関する事業

③ 環境、基盤及び定住に関する事業

④ 保健、福祉及び医療に関する事業

⑤ 教育及び文化に関する事業

⑥ 重点戦略プロジェクトに関する事業

⑦ 財政健全化への取り組みに関する事業

⑧ 指定事業なし

4

8

6

39

26

7

4

61

155 

520,800 

1,073,300 

70,800 

1,378,800 

4,628,324 

130,800 

555,800 

14,457,000 

22,815,624 

指定事業の区分 申込件数 寄附金額（円）

合　　計

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

2
2
8
1
万
円

お
お
　
い

つ
じ  

や
ま

し
お

は
ら

　
大
阪
府
松
原
市
在
住
の
川
上
星
季
さ

ん（
72
）が
４
月
８
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
と
し
て
１
０
０

万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。小
中
学
生

の
こ
ろ
に
庄
原
市
内
に
疎
開
し
て
い
た

川
上
さ
ん
は
、当
時
の
同
級
生
か
ら
受

け
た
恩
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、そ

の
時
の
感
謝
の
気
持
ち
を
庄
原
市
へ
の

寄
附
と
い
う
形
で
示
さ
れ
ま
し
た
。川

上
さ
ん
か
ら
、「
思
い
出
の
地
の
た
め
に

市
で
有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
。」と
寄
附

金
を
手
渡
さ
れ
た
滝
口
市
長
は
、「
貴
重

な
浄
財
を
有
効
活
用
し
た
い
。」と
感
謝

状
を
送
り
、市
の
発
展
の
た
め
に
役
立

て
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
」・「
応
援
し
た
い
庄
原
」へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
金
の
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
ま
す
。

平成20年７月～平成22年３月までの寄附状況

（１袋は30㎏・消費税込み）

10ａ

１袋

１袋

１袋

10ａ

一連作業

うるち生籾

うるち籾

もち籾

バラ籾

23,500円

1,260円

700円

1,000円

10円

3,500円

お問い合わせ　農業委員会事務局　鈎0824-73-1133

作業区分 単　位 条　　件 金　　額 作業区分 単　位 条　　件 金　　額

農作業賃金
（賄いなし）

耕　　　起

代　か　き

田　植　機

防　　　除

１日

１時間

10ａ

10ａ

10ａ

10ａ

男女共実働８時間

男女共

通　常

植代かき

手直しなし

農薬代は別

8,000円

1,000円

7,200円

11,000円

7,200円

2,100円

コンバイン

乾燥調整

籾殻処理

籾運搬料

調整のみ

参考　草刈り料金 （一人当たり：シルバー人材センター）
※原則２人以上で対応
●１時間＝約1,700円　●交通費１日　200円

○実際の運用は、地域差、作業時間などを考慮し、双方で
よく話し合って決めてください。

○コンバイン作業において，倒伏・強湿田については、追
加料金が必要となる場合があります。

標 準 農 作 業 料 金平成22年度

久
保
　
善
博 
さ
ん

く

ぼ

よ
し

ひ
ろ
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　障害者自立支援法施行令が一部改正されたことなどにより、平成22
年４月１日から市民税非課税世帯の障害者が障害福祉サービスなど
を利用した場合の利用者負担額が無料になりました。
　ただし、食費や基準額を超える場合は別に負担が必要です。

対象となる障害者福祉サービス

地域生活支援事業
（市で判断する事業）

自立支援給付
（全国統一事業）

障害福祉サービス

補装具の給付

移動支援事業

日中一時支援事業

日常生活用具の給付

事業の種類

ヘルパー派遣・施設入所・施設通所など

車いす、補聴器、装具などの給付

外出時の付き添い

施設での一時的な見守り

特殊寝台、ストーマ装具、点字器などの給付

事業の内容

　サービスの利用に要した費用の1割と、所得に応じた１月あたりの負担上限月額の、ど
ちらか低い金額の負担が必要ですが、低所得者（障害者本人および配偶者の市民税が非課
税の世帯）は、次のとおり無料になりました。（食費などは別途負担が必要です。）

【負担上限月額　（18歳以上の場合）】

世　帯　類　型

障害者及び配偶者が
市民税非課税の世帯

利用者年収　80万円以下

利用者年収　80万円超

1,500円

1,500円又は3,000円
0円

改正後改正前

※改正前の額は施設入所利用者を除く

お問い合わせ　社会福祉課障害者福祉係　鈎0824-73-1210

障害福祉サービス・移動支援事業・日中一時支援事業

　品目ごとに標準的な価格（基準額）があり、基準額の1割（基準額以内のときは実価格の
1割）と、所得に応じた負担上限額の、どちらか低い金額の負担が必要ですが、低所得者（障
害者本人および配偶者の市民税が非課税の世帯）は、次のとおり無料になりました。（基準
額を超えた差額は別途負担が必要です。）

【負担上限額　18歳以上の場合】

世　帯　類　型

障害者及び配偶者が
市民税非課税の世帯

利用者年収　80万円以下

利用者年収　80万円超

15,000円

24,600円
0円

改正後改正前

補装具・日常生活用具の給付

変更点

1

2

３歳未満／10,000円
３歳以上／第１子、第２子は5,000円、
　　　　　第３子目以降は10,000円

一律13,000円

所得制限

対象年齢

手当月額

「児童手当」と「子ども手当」の違い

　
子
ど
も
手
当
を
受
給
で
き
る
方
は
、原
則

子
ど
も
を
監
護
し
生
計
を
同
一
に
す
る
父

ま
た
は
母
で
す
。父
母
に
養
育
さ
れ
て
い
な

い
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
を
監
護
し

生
計
を
維
持
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

　
中
学
校
3
年
生
以
下（
満
15
歳
以
後
で
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
）の
子
ど
も

子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
1
万
3
千
円

　
支
給
月
は
、６
月
、10
月
、２
月
で
す
。支

給
月
の
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、本
年
６
月
は
４
・
５
月
分（
２
ヶ

月
分
）の
支
給
と
な
り
、10
月
以
降
は
支
給

月
の
前
４
カ
月
分
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

本
年
６
月
に
平
成
21
年
度
分
の
児
童
手
当

（
平
成
22
年
2
月
分
と
3
月
分
）が
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
本
年
度
、中
学
２
年
生
ま
た
は
３
年
生
の

お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

②
本
年
度
、中
学
1
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん

を
養
育
し
て
い
る
方
で
、本
年
３
月
31
日
現

在
で
所
得
超
過
な
ど
の
理
由
で
児
童
手
当

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方

　
手
続
き
が
必
要
な
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
こ
と
が
住
民
記
録
な
ど
で
確
認
で
き

る
方
に
は
、別
途
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

送
付
し
た
書
類
を
よ
く
読
ん
で
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
書
類
が
届
い
て
い
な
い
方
で
、①
ま
た
は

②
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、勤
務
先
で
の
手
続
と
な

り
ま
す
の
で
、勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
注
意
点
】

（
１
）本
年
９
月
30
日
ま
で
に
手
続
を
完
了

す
る
と
、本
年
の
４
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
が
、10
月
１
日
以
降
に
手
続
す
る
と
、手

続
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
２
）本
年
4
月
１
日
以
降
の
出
生
、転
入
な

ど
に
よ
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
開
始
月
は
、

原
則
と
し
て
手
続
の
翌
月
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課

鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
9
2

受
付
窓
口

女
性
児
童
課

西
城
支
所
保
健
福
祉
室

東
城
支
所
保
健
福
祉
室

口
和
支
所
市
民
生
活
室

高
野
支
所
市
民
生
活
室

比
和
支
所
市
民
生
活
室

総
領
支
所
市
民
生
活
室

児
童
手
当
に
か
わ
り
４
月
１
日
か
ら
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
受
給
資
格
者

●
手
続
が
必
要
な
方

●
手
続
き
に
つ
い
て

●
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

●
手
当
の
額

●
支
給
に
つ
い
て

児童手当（平成22年３月まで）

あり

小学校修了前まで
（12歳到達後最初の３月31日まで）

子ども手当（平成22年４月以降）

なし

中学校修了前まで
（15歳到達後最初の３月31日まで）

―
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
―

子
ど
も
手
当
の
支
給
が

始
ま
り
ま
す
。

「無料」
市民税非課税者の障害者福祉サービス利用が

になりました
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が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は

が
ん
予
防
の
12
か
条

　「
が
ん
対
策
基
本
法
」で
は
が
ん
検

診
の
受
診
率
50
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、

積
極
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
各
地
域
で
行
う
生
活
習
慣
病
健
診

（
集
団
健
診
）で
は
、肺
・
胃
・
大
腸
・
前

立
腺
・
子
宮
・
乳
が
ん
の
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。６
月
か
ら
順

次
開
始
し
ま
す
の
で
、希
望
者
は
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と

　
り
ま
し
ょ
う

②
毎
日
変
化
の
あ
る
食
生
活
を
お

　
く
り
ま
し
ょ
う

③
食
べ
す
ぎ
を
避
け
、脂
肪
は
ひ
か

　
え
め
に

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う

⑤
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
よ
う
に
　

⑥
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
、繊
維
質
を
多

　
め
に

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、熱
い

　
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

⑧
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
ま
し
ょ
う

⑨
か
び
の
は
え
た
も
の
に
注
意
し

　
ま
し
ょ
う

⑩
日
光
に
あ
た
り
す
ぎ
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う

⑪
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
し
ょ

　
う

⑫
か
ら
だ
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う 

お
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
５
５

ま
た
は
各
支
所
担
当
室

　「検診なんて面倒くさい」「健康だから関係ない」と思っていま
せんか？
　日本では、２人に１人が「がん」になると推測されており、３人
に１人が「がん」で亡くなっています。「がん」は「他人事」ではあり
ません。「早く見つけて  しっかり治す」ために、がん検診へ行き
ましょう!

肺がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

子宮がん検診

乳がん検診（マンモグラフィー）

40歳以上

40歳以上

40歳以上

50歳以上の男性

20歳以上の女性

40歳以上の女性

23.0%

19.7%

22.7%

16.2%

20.1%

29.9%

4

2

4

11

1

1

※数字は、平成22年３月時点の見込み数値です。

検診項目 対象者 受診率見込み（％） がん発見者数（人）

H21年度　庄原市がん検診受診率（見込み）

Let's go to cancer screening

横山美和子　保健師

よこ やま み わ こ

比和支所市民生活室

がん検診に

行こう!!

健康
広場

healthy column

がん検診推進50％キャラクター

　
郵
便
局
員
を
装
っ
た
詐
欺
事
件
が
２
月

16
日
、府
中
市
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
郵
便
局
員
を
名
乗
っ
て
自
宅
を
訪
ね
て

　
く
る

●
以
前
購
入
し
て
い
た
羽
毛
布
団
の
代
金

　
を
取
り
す
ぎ
て
い
た
の
で
利
子
を
つ
け

　
て
返
す

●
こ
の
手
続
き
に
は
、手
数
料
が
必
要
だ
が
、

　
早
く
し
な
い
と
返
金
で
き
な
く
な
る
。

　
な
ど
と
言
っ
て
現
金
を
騙
し
取
る
手
口

　
で
す
。

ウ
マ
い
話
に
は
、絶
対
に
ウ
ラ
が
あ
り
ま
す
。

●
以
前
羽
毛
布
団
を
買
っ
た
家
を
事
前
に

　
調
べ
て
信
用
さ
せ
る
。

●「
お
金
を
返
す
」、「
今
日
中
に
」、「
早
く

　
し
な
い
と
損
を
す
る
」な
ど
と
焦
ら
せ
、

　
誰
に
も
相
談
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
だ

　
ま
し
ま
す
。

　
庄
原
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、布
団
の

訪
問
販
売
業
者
が
、契
約
書
を
交
付
せ
ず
、

販
売
す
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
を
訪
問
し
て
、契
約
書
を
交
付
し

な
か
っ
た
り
、う
そ
を
つ
い
た
り
、困
惑
さ

せ
た
り
し
て
販
売
す
る
行
為
は
、特
定
商

取
引
に
関
す
る
法
律
違
反
で
す
。

　
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
方
が
身
体

機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、自
主
的
に
運

転
免
許
を
返
納
す
る
制
度
で
す
。運
転
免

許
証
を
返
納
す
る
と
、運
転
経
歴
証
明
書

の
交
付
が
受
け
ら
れ
、運
転
免
許
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
証
明
が
で
き
ま
す
。

Rel ief secur i ty days

高
齢
者
の
交
通
事
故
増
加
中
！

安
心
・
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署
　
鈎
0
8
2
4-

7
2-

0
1
1
0

郵
便
局
員
を
装
っ
た

詐
欺
に
注
意

郵
便
局
員
を
装
っ
た

詐
欺
に
注
意

こ
う
い
っ
た
手
口
で
す
。

さ
ら
に

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、即
断
せ
ず
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
訪
問
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。

『
免
許
返
納
制
度
』を

　
　
　
　
　
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

『
免
許
返
納
制
度
』を

　
　
　
　
　
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

最
近
視
力
も
落
ち
て
き
た
し
、

交
通
事
故
を
し
て

孫
の
将
来
が

見
れ
ん
の
は
嫌
じ
ゃ
の
…

思
い
切
っ
て

免
許
証
を
返
す
か
の
。

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

● 

事
　
例

● 

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

 
　
近
年
、高
齢
者
の
消
費
者
被
害
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
被
害
額
が
高
額
化
し
、中
に
は
財
産
を

根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、深

刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
中
に
は
、本
当
に
必
要
な
契

約
か
、金
額
は
妥
当
か
な
ど
の
判
断
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
り
、情
に
も
ろ
く
な
り
断

り
き
れ
な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
か

ら
悪
質
な
業
者
に
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、最
近
庄
原
市
内
で
発
生
し
た

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
の
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

　
業
者
が
、「
無
料
で
羽
毛
ふ
と
ん
を
点
検

す
る
。」と
訪
問
。

　
点
検
後
に「
中
に
カ
ビ
が
生
え
て
い
て

体
に
悪
い
。こ
の
ま
ま
で
は
病
気
に
な
る
。」

「
し
け
っ
て
い
て
こ
の
ま
ま
で
は
使
い
物

に
な
ら
な
く
な
る
。」な
ど
と
不
安
を
あ
お

り
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
だ
と
し
て
、高

額
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
契
約
や
、高
額
な

布
団
や
マ
ッ
ト
の
購
入
を
し
つ
こ
く
せ
ま

っ
て
き
た
。

　
相
談
者
は
、し
つ
こ
い
勧
誘
に
疲
れ
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

　
悪
質
業
者
は
、強
引
に
契
約
を
迫
り
、う

ま
い
話
で
商
品
を
売
り
つ
け
よ
う
と
し
ま

す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
を
し
て
、被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
要
ら
な
い
と
き
は
、き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

②
う
ま
す
ぎ
る
話
は
疑
っ
て
か
か
る
。

③
相
手
の
親
切
な
態
度
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

④
簡
単
に
家
の
中
に
入
れ
な
い
。

⑤
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
明
か
さ
な
い
。

⑥
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。

⑦
品
物
を
受
け
取
ら
な
い
う
ち
に
支
払
い 

　
を
し
な
い
。

⑧
日
頃
か
ら
悪
質
商
法
な
ど
の
情
報
に
関

　
心
を
持
つ
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
４

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
２
８

平成22年度
テーマ

「
守
ろ
う
よ
、み
ん
な
を
！

  
～
な
く
そ
う
！
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
～
」
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SHISEI TOPIX

トピックス市 政

も
う
け
る
農
業
を
考
え
る

農
政
講
演
会

農　林
振興課

パ
パ
と
手
打
ち
う
ど
ん
に
挑
戦

女　性
児童課

男
女
共
同
参
画「
絶
品
!?
手
打
ち
う
ど
ん
講
座
」

　
お
父
さ
ん
の
家
庭
参
画
を
考
え
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
と
、「
親
子
で
挑
戦
！

パ
パ
と
つ
く
る
絶
品
!?
手
打
ち
う
ど
ん

講
座
」を
3
月
14
日
、庄
原
市
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、71
名（
22
家
庭
）が
参
加

し
ま
し
た
。

　
東
城
町
の
福
岡
勝
三
さ
ん
、房
江
さ
ん

ご
夫
妻
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、0

才
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
の
お
子
さ

ん
と
、お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
、お
じ
い
ち

ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、み
ん
な
で
協

力
し
て
う
ど
ん
を
作
り
ま
し
た
。

　「
こ
ね
」「
踏
み
」「
伸
ば
し
」「
切
り
」な

ど
、お
父
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
、

他
の
家
族
と
一
緒
に
な
っ
て
挑
戦
し
て

い
ま
し
た
。「
踏
み
」の
作
業
で
は
、赤
ち

ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し
て
生
地
を
踏
み
込
む

お
父
さ
ん
や
、楽
し
く
飛
び
跳
ね
る
子
ど

も
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
う
ど
ん
は
、太
麺
、細
麺
、

短
い
麺
と
い
ろ
い
ろ
ま
ざ
っ
て
い
ま
し

た
が
、手
打
ち
な
ら
で
は
の
コ
シ
が
あ
り
、

ど
ん
ぶ
り
に
山
盛
り
の
う
ど
ん
を
、満
足

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
お
父
さ
ん
達
か
ら
は
、「
子

ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
、

お
い
し
い
う
ど
ん
が
食
べ
ら
れ
て
よ
か

っ
た
」「
家
で
も
子
ど
も
と
一
緒
に
作
り

た
い
」と
大
好
評
で
し
た
。

生地をこねる親子

手づくりうどんに舌鼓

会場の様子講演する山本准教授

　「
農
政
講
演
会
し
ょ
う
ば
ら
」を
３
月

26
日
、庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、市
内
か
ら
約
50
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、「
顧
客
志
向
の
農
業
へ
の
転
換
」

と
題
し
て
、広
島
経
済
大
学
経
営
学
科
の

山
本
公
平
准
教
授
が
講
演
。

　
先
進
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
誰
に（
標

的
顧
客
）・
何
を（
提

供
価
値
）・
ど
の
よ

う
に
（
仕
組
み
）
売

る
の
か
な
ど
、農
産

物
を
作
る
だ
け
で

は
な
く
、作
っ
た
も

の
を
自
ら
販
売
し

て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。儲
け
る

農
業
を
実
践
し
て

ほ
し
い
。
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
、

「
今
後
の
農
業
の
方

向
性
を
示
し
て
い

た
だ
い
て
参
考
に

な
っ
た
。
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

今
年
の
小
学
１
年
生
は
２
９
0
人

各
小
・
中
学
校
で
入
学
式

教　育
指導課

新
庁
舎
の
完
成
記
念
式
典
を
開
催

総務課

市
民
に
親
し
ま
れ
る
庁
舎
へ

　
新
庁
舎
建
設
に
係

る
駐
車
場
整
備
工
事

と
庁
舎
周
辺
の
市
道

整
備
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。

　
３
月
28
日（
日
）に

は
、
地
権
者
の
方
々

を
は
じ
め
約
2
0
0

人
の
出
席
の
も
と
、

新
庁
舎
完
成
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
中
は
、

来
庁
者
、近
隣
の
方
々

を
は
じ
め
市
民
の
み

な
さ
ま
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
分
散
し

て
い
た
部
署
が
ひ
と

つ
に
集
ま
っ
た
こ
と

で
、
事
務
の
効
率
化

を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な

さ
ま
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
に
な
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、５
月
15
日（
土
）か
ら
、市
民
ホ

ー
ル
を
憩
い
の
場
と
し
て
、休
日
開
放（
8

時
～
19
時
）い
た
し
ま
す
の
で
、待
合
や

ト
イ
レ
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

庁舎の完成を祝いテープカットオープニングを飾る永江太鼓

　
市
内
の
各
小
学
校
の
入
学
式
が
、４
月

６
日
、各
中
学
校
の
入
学
式
が
４
月
7
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
63
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
庄
原
小
学
校

で
は
、新
枝
マ
ツ
子
校
長
が「
し
っ
か
り
見

る
目
・
大
き
な
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
口
・
話

を
し
っ
か
り
聞
く
耳
、目
・
口
・
耳
の
３
つ

を
上
手
に
使
い
や
さ
し
く
元
気
な
子
ど
も

に
な
り
ま
し
ょ
う
」 

と
新
入
生
に
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

　
在
校
生
を
代
表
し
、６
年
生
の
下
田
知

範
く
ん
が「
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
ど
ん
ど
ん
聞
い
て
く
だ
さ
い
。み
ん
な

で
楽
し
い
学
校
に
し
ま
し
ょ
う
」と
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
年
度
、小
学
校
に
入
学
し
た
新
１
年

生
は
市
内
全
体
で
２
９
0
人
、中
学
校
は

３
２
１
人
で
す
。

庄原小学校入学式

１年

63

8

8

5

24

21

16

2

22

6

3

6

5

51

6

8

12

11

13

290

169

34

56

16

22

12

12

321

２年

55

14

10

5

13

26

8

2

23

15

13

5

4

48

13

6

11

7

18

296

159

30

61

15

23

13

13

314

３年

72

9

6

9

24

32

9

3

13

2

6

6

3

50

13

4

21

8

17

307

156

25

77

24

21

14

15

332

４年

45

4

11

5

19

26

9

5

20

12

10

6

4

55

11

7

12

9

21

291

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

５年

66

11

13

3

21

34

5

5

16

10

13

4

4

40

16

2

18

15

11

307

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

６年

65

5

10

6

13

22

12

－

16

7

9

7

5

58

17

8

18

4

16

298

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

小 計 

366

51

58

33

114

161

59

17

110

52

54

34

25

302

76

35

92

54

96

1,789

484

89

194

55

66

39

40

967

2,756

小
　
　
学
　
　
校

中
　
学
　
校

庄 原 小 学 校

永 末 小 学 校

高 小 学 校

峰 田 小 学 校

板 橋 小 学 校

東 小 学 校

山 内 小 学 校

川 北 小 学 校

西 城 小 学 校

美古登小学校

小奴可小学校

八 幡 小 学 校

粟 田 小 学 校

東 城 小 学 校

口 南 小 学 校

口 北 小 学 校

高 野 小 学 校

比 和 小 学 校

総 領 小 学 校

　 小 　 計 　

庄 原 中 学 校

西 城 中 学 校

東 城 中 学 校

口 和 中 学 校

高 野 中 学 校

比 和 中 学 校

総 領 中 学 校

　 小 　 計 　

総　合　計

区分
学校名

平成22年度児童生徒数一覧表
【平成22年４月１日】
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REPORT⑤高齢者の交通事故防止を願う

里山の春を満喫
総領なの花まつり

REPORT④

　市と庄原地区交通安全協会が４月５日、春の全国交通安全運動の一

環として交通安全高齢者グラウンドゴルフ大会を総領町田総の里ス

ポーツ公園グラウンドゴルフ場で開催しました。

　大会には、交通安全協会の庄原、西城、総領の各分会員をはじめ、庄

原グラウンドゴルフ協会の会員など約150名が参加しました。

　開会式では、交通安全協会北分会長が「安全、安心な庄原市の実現の

ため、この大会を契機として交通安全意識の高揚と交通マナーの一層

の向上に努める。」と交通安全宣言を行ないました。

　参加者は「大会に参加し交通安全への意識が高まった。交通事故に

遭わないために、グラウンドゴルフと同様にルールを守りたい。」と話

していました。

　第２回総領なの花まつりが４月18日、総領町のなかつくに公園

で開催されました｡

　灰塚ダム建設によって整備された「なかつくに公園」には、クラ

スターのまち実現プロジェクトの一環として、1.3㌶約15万本の菜

の花が植栽されており、その開花にあわせての催しとなりました。

　菜の花畑の周辺をのんびり歩く「なの花ウォーキング」などの

イベントのほか、フラダンスサークルくちわエンジェルスのフラ

ダンス、県立広島大学アイリッシュミュージックサークルのコン

サート、庄原市出身歌手の上杉千恵美さんによる歌謡ショーなど

が行われ、地域団体の出店も並び、多くの人で賑わいました｡

いにしえの里を広く紹介
「常定自治会が案内板を製作」

REPORT③

　口和町の常定自治会では、市の自治振興区活動促進補助金を活用し、

地区内の遺跡や名勝を紹介する案内板を地区内３カ所に設置しました。

　案内板は、縦1.8㍍・横1.5㍍の大きさで、地域のイラスト地図を中心に

して、６世紀後半頃の土器が発掘された古墳をはじめとした地域の見

どころ15カ所を紹介。また、見どころ近くの市道には小さな案内板を設

置し、すぐに場所がわかるようにしています。

　地域の方々は、「常定地区は、歴史深い遺跡、胴回りが３mを越えるヤ

マザクラなどの自然も多い。魅力あるスポットを知ってほしい。」と話

しています。

▲菜の花を観賞しながらウォーキング

▲遺跡などの付近へもわかりやすく案内

▲グラウンドゴルフも交通安全もルールが第一

Camera Reportぐるり庄原
Look Around Shobara

カメラレポート 各地で行われたイベント＆話題をお届けします。

▲松田元オーナーと一人ひとり記念撮影

　３月30日～４月４日の広島東洋カープ地元開幕戦オ

ープニングイベントとして、庄原赤ちゃん写真展がマ

ツダスタジアムで開かれました。

　昨年から、広島東洋カープ・地元写真家連合会・市の

３者は、新生児応援プロジェクトで、新生児にカープ特

製色紙用の無料撮影チケットを配布。このチケットを

利用し撮影した写真を、写真家の金山一宏さんがパネル

（170㌢×170㌢）にして、球場入口とバックネット裏の２

カ所に展示しました。

　４月４日には、「満１歳・庄原赤ちゃん大集合ツアー」

が行われ、モデルとなった赤ちゃんやその家族など総勢

49人が庄原市から貸切バスで球場へ出かけました。家族

は自分の赤ちゃんのパネルを見つけると大喜びで、松田

元オーナーと記念写真を撮り、その後試合観戦を楽しみ

ました。息子の航太郎君と参加した杠美枝さん（東本町）

は「一生の記念になり、本当に来て良かった。また企画し

てほしい」と喜んでいました。

　写真展を企画した写真家の金山一宏さんは「庄原市で

子どもを産むと楽しいと思ってもらえるように、今後も

このような活動を続けていきたい」と話していました。

　カープ特製色紙の配布は昨年で終了しましたが、新生

児への無料撮影チケットの配布は今年も続けています。

23 広報2010. 5

REPORT② 街道東城路を巡る
春爛漫 東城まちなみ春まつりが開催

新生児の健やかな成長を願う
新球場で庄原赤ちゃん写真展

交通安全高齢者グラウンドゴルフ大会を開催

REPORT①

来た!見た？乗った!?ひばごんバス
西城地域生活交通バスに新型車両を導入

REPORT⑥

　西城地域では３月23日から、車体に大きくヒバゴンの親子が描

かれた「ひばごんバス」が走り始めました。住民の方に愛着をもっ

てもらいたい、生活交通路線をみんなで守ろうという願いをこめて、

西城のシンボルキャラクター、ヒバゴンを描いています。

　このバスは、高齢者や障害のある方が利用しやすいように、車

椅子でも利用できるステップリフトの機能を備えています。

　４月４日には、「ひばごんバス」のおひろめ試乗会が開催され、約

100人がおよそ30分の試乗を楽しみました。利用者は、「かわいいヒ

バゴンバスに乗れてうれしい」「このバスを見るとなんだかうれ

しくて、町が明るくなったよう」と話していました。

　ヒバゴン出没から40年目の今年、西城では、地域の魅力をヒバゴ

ンに乗せて発信しようと様々な活動を計画中です。

　東城のまちなみ約600ｍに、各家に伝わるひな飾りなどが並ぶ、東城ま

ちなみ春まつりが4月10日から４月18日にかけて開催されました。

　10日にオープンした東城まちなか交流施設「えびす」のイベントステ

ージで、比婆荒神神楽がオープニングを飾り、春まつりがスタートしま

した。

　今年で5回目を数える春まつりは、縁結びの松や桜を愛でながら散策が

楽しめるまちなみを会場に、ひな人形や生け花などの作品展示、絵手紙や

コマ回しなどの体験メニューのほか、コンサートなどのアトラクション

が行われ、地域住民との交流やおもてなしを楽しむ人でにぎわいました。

▲ヒバゴンの案内でバスに乗り込む参加者

▲ひな飾りがお出迎え



広報 2425 広報 2010. 52010. 5

REPORT⑧ 「高暮ダムの歴史を風化させない」
～高野人権講座を開催～

住民手づくりの郷土誌を発刊
「東地区の歴史」が完成

REPORT⑦

　「高暮ダムの歴史を語り継ぐ」をテーマに、高野人権講座が３月５日、上高公民

館で開催されました。

　最初に、庄原市と庄原市教育委員会が制作した人権啓発DVD「心の靴をぬいで」

が上映されました。これは、高暮自治振興区が主催する「第10回高暮平和の集い」

を題材に作成したもので、日朝友好追悼の取り組みについて学びました。続いて、

高暮地区の草谷末廣さんが「私の知る高暮ダムの歴史」と題して、講演されました。

朝鮮半島からの労働者強制連行によってダムが建設されたという史実を学んだ

参加者は、「市外から嫁いできて、悲しい歴史を初めて知った。これからも平和の

集いを続けてほしい。」などと話していました。

　なお、この人権啓発DVDと併せ、副読本となるリーフレットが作成されています。

　東自治振興区がこのたび、「明治の大合併」（明治22年）で誕生した「恵蘇郡山内

東村」の120周年を記念して、住民自らによる初の郷土誌『東地区の歴史』（206ペ

ージ、Ｂ５版、箱入り）を刊行しました。

　平成19年度から資料収集を始め、住民から寄せられた225項目もの膨大な話題

をもとに編さんし、地域住民など30人以上が執筆を分担しました。

　この本は、幻の郷土玩具「田原人形」を紹介する「口絵」をはじめ、地域の主要ト

ピックスを要約する「第１章　郷土散策ガイド」、古写真や民話・作業歌を掲載す

る「第２章　ふるさとの思い出」、東地区の自然と歴史を詳述する「第３章　東地

区の生い立ち」、現在の状況を未来へ伝える「第４章　東地区のいま」で構成され

ています。

　また、市内最大の「旧寺古墳群」（５世紀）、県下最大の「国兼池」（17世紀）、日本

最古の「国立七塚原種牛牧場」（19世紀末）などを紹介し、編集委員は「地域資源を

再発見できる"地域の教科書"」と話しています。

　総事業費は390万円で、うち270万円は市補助金を活用。1600部を印刷し、自治

振興区内の約1300世帯へ無料配布しました。林正勝美区長は「みんなが知恵と工

夫を出し合い、地域がまさにひとつになってできた地域の宝。」と話しています。

ブロードバンドを活用しよう！
～NEXT SHOBARAⅡが開催～

REPORT⑨

　携帯電話や高速インターネットの利便性と可能性を身近に感

じてもらおうと、3月20日（土）、記念イベントである「NEXT 

SHOBARAⅡ」（NEXT SHOBARAイベント開催実行委員会事務局

　関西ブロードバンド㈱主催）が開催されました。

　当日は、携帯電話やネットショップの活用術などの講演のほか、

情報技術の体験コーナーや無料パソコン教室が行われ、会場とな

った庄原市ふれあいセンターには約500人の市民が訪れました。

　参加者は、「高速インターネットを体験したが、とても便利。い

ろいろな場所で活用されているので利用したい。」と話していま

した。

▲郷土誌の完成を喜ぶ林正勝美区長（右）と
　原田洋三事務局長（左）

▲情報発信講座を聴く参加者

▲高暮ダムの歴史を語る草谷末廣さん

ぐるり庄原
Look Around Shobara Camera Report

カメラレポート

REPORT⑪釜峰山をより魅力的に
「地元自治会がミツマタを植樹」

小児科医へ感謝の気持ちを届ける
庄原の小児医療を考えるひだまりの会

REPORT⑩

　口和町を代表する山、釜峰山の登り口を「湯木釜峰山ミツマタ公園」として整備す

るため、３月28日にミツマタの記念植樹を行いました。

　地元の湯木釜峰自治会（松島均会長）が広く呼びかけると、世代性別を問わず多く

の方が釜峰山に集まりました。淡く美しく咲いているミツマタ100本と八重桜10本を

みんなで一つひとつ植えました。作業のあと植えたミツマタを眺めながら、地元青年

会からふるまわれた抹茶を味わいました。

　自治会は、遊歩道をはじめ一帯を整備してきたことから、この植樹で森林浴公園と

してより魅力的なスポットになるのではと期待しています。

比和小学校の屋内運動場が完成
落成を祝う会が行われました。

REPORT⑫

▲ありがとうメッセージを贈る子ども

　医師の負担を減らすことで小児医療を守ろうと活

動する「庄原の小児医療を考えるひだまりの会」が３

月25日、日ごろ抱いている感謝の気持ちを伝えようと、

庄原赤十字病院小児科の金丸博医師と香川礼子医師

に「ありがとう」メッセージを贈りました。

　この春、転勤で庄原市を離れる医師２人に対し、メ

ンバーたち28人は「いつも素敵な笑顔でやさしく接し

ていただき、親子の安心感につながった」「またいつか

庄原に帰ってきてください」などとメッセージを寄せ

書きし、画用紙（40㌢×50㌢）に貼り付けました。

　小児科を訪れた母親5人と子ども８人は、医師２人

を囲んでメッセージを贈ると、金丸医師は「ありがた

いし、励みになる。庄原に来て良かった」と満面の笑み

を浮かべて感謝の言葉を述べました。

　メンバーは「先生が庄原市のことを大切に思ってく

ださるのがうれしかった。これからも小児医療を守る

ために、先生のためにできることをしていきたい」と

話していました。

　比和小学校屋内運動場の落成を祝う会が３月14日、屋内運動場

の落成を祝う会実行委員会が主催し行われました。

　完成した屋内運動場は、比和町内の小学校の適正配置に向けて、

改築が待ち望まれていました。保護者や地域の方々などがお祝い

にかけつける中、児童たちは

全校合唱で感謝の気持ちを

伝えました。

　鈴木典子校長は、「児童た

ちの学びの充実につながり、

また、地域の方々と集う場に

なるよう大切に使っていき

たい。」と話していました。▲屋内運動場に全校合唱が響き渡る ▲完成した屋内運動場

美しい公園づくりを願って植樹▲



［
肢
体
］　
5
月
13
日（
木
）

受
付
　
13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　
6
月
1
日
は
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」で
す
。

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

5
月
19
日（
水
）・
6
月
1
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
6
月
3
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き
　
5
月
13
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

●
口
和
地
域

と
き
　
6
月
3
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

●
高
野
地
域

と
き
　
6
月
2
日（
水
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き
　
6
月
2
日（
水
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き

5
月
10
日（
月
）・
6
月
1
日（
火
）

9
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

鈎
０
８
２
４-

６
２-

２
５
７
２

　
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

5
月
20
日（
木
）・
6
月
17
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
２
４-

７
３-

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　
5
月
28
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

保
健
福
祉
室
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
４
７
７-

２-

５
１
３
１

［
庄
原
地
域
］

●
身
体
　
６
月
14
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
相
談
室

［
高
野
地
域
］

●
身
体
・
知
的
　
６
月
18
日（
金
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

高
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

［
比
和
地
域
］

●
身
体
・
知
的
　
６
月
１
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ
　
比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-
１
２
１
０

　
広
島
県
北
部
保
健
所
が
実
施

す
る
健
康
相
談
で
す
。
事
前
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
心
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　
６
月
10
日（
木
）

13
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

5
月
12
日（
水
）・
6
月
9
日（
水
）

13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

鈎
０
８
２
４-

６
３-

５
１
８
１

　
学
校
に
お
け
る
、体
罰
、セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
し
て
、相
談
し
た
い
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
及
び

秘
密
の
保
持
を
徹
底
い
た
し
ま
す
。

※
女
性
の
担
当
者
に
相
談
し
た

い
場
合
は
、
そ
の
旨
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

※
各
学
校
に
お
い
て
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
学
事
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
８
４

　「
笑
顔
あ
つ
ま
れ
！
”げ

ん
き
“と

”や
す
ら
ぎ
“
の
ま
ち
し
ょ
う
ば

ら
」
を
テ
ー
マ
に
今
年
も
健
康

福
祉
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。青

空
の
下
、市
民
団
体
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
、

出
店
バ
ザ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

屋
内
会
場
も
各
種
展
示
・
バ
ザ
ー

や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
!!
健
康
と
福

祉
に
つ
い
て
み
ん
な
で
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。ぜ
ひ
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
　
5
月
30
日（
日
）

9
時
～
14
時
30
分

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ
　
庄
原
市
総
合
体
育
館
、

庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問
い
合
わ
せ
　
保
健
医
療
課

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
８

　
古
事
記
の
里
の
夏
を
告
げ
る

比
婆
山
山
開
き
で
す
。

　
夏
山
登
山
の
安
全
祈
願
神
事

や
神
楽
、田
植
踊
り
、西
城
川
太

鼓
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
会
場
で

は
特
産
品
の
販
売
や
比
婆
牛
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

と
き
　
５
月
30
日（
日
）

11
時
～

と
こ
ろ

竜
王
山
駐
車
場（
西
城
町
）

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

鈎
０
８
２
４-

８
２-

２
７
２
７

　
道
後
山
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
山
開
き
と
、
見
ご
ろ
を

向
か
え
た
つ
つ
じ
を
眺
め
な
が

ら
の
つ
つ
じ
祭
り
で
す
。

　
安
全
祈
願
神
事
や
神
楽
、
西

城
川
太
鼓
の
演
奏
、
福
も
ち
ま

き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

　
道
後
山
山
頂
か
ら
の
３
６
０

度
に
広
が
る
雄
大
な
中
国
山
地

の
パ
ノ
ラ
マ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
20
日（
日
）11
時
～

と
こ
ろ

月
見
が
丘
山
頂（
西
城
町
）

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

鈎
０
８
２
４-

８
２-

２
７
２
７

　
草
花
の
宝
庫『
吾
妻
山
』の
山

開
き
で
は
、
初
夏
の
吾
妻
山
を

彩
る
県
民
謡「
ば
い
流
し
」や
神

楽
、
餅
ま
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
は
じ
め
、
比
婆
牛
も
も
の
丸

焼
き
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど
の
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
高
原
の

さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
6
月
6
日（
日
）10
時
～

と
こ
ろ
　
吾
妻
山

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

鈎
０
８
２
４
‐
８
５
‐
３
０
０
０

と
き

4
月
29
日（
祝
・
木
）～
6
月
27
日（
日
）

と
こ
ろ
　
時
悠
館
１
階
ロ
ビ
ー

内
容
　「
ブ
ル
ー
ガ
ー
デ
ン
」ほ

か
展
示
作
品
40
点

問
い
合
わ
せ
　
時
悠
館

鈎
０
８
４
７
７-

６-

０
１
６
１

　
庄
原
市
高
野
町
と
気
象
条
件

が
類
似
し
た
秋
田
県
横
手
市
か

ら「
道
の
駅
」の
社
長
を
招
き
、「
道

の
駅
」の
役
割
や
機
能
、雪
の
有

効
利
用
な
ど
、
地
域
資
源
や
高

速
道
路
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
を
学
び
ま
す
。

と
き
　
5
月
25
日（
火
）20
時
～

と
こ
ろ

上
高
公
民
館（
高
野
町
新
市
）

講
師

㈱
十
文
字
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
　
小
川
健
吉

問
い
合
わ
せ

高
野
支
所
地
域
振
興
室

鈎
０
８
２
４-

８
６-

２
１
１
１

　
市
は
、昨
年
３
月
に「
し
あ
わ

せ
づ
く
り
活
動
計
画
（
地
域
福

祉
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、「
地
域
福
祉
」

を
「
身
近
な
場
所
で
の
市
民
の

し
あ
わ
せ
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
各
支
所
単
位
で
「
地
域

里
山
倶
楽
部
」を
結
成
し
、み
ん

な
が
共
有
で
き
る
「
し
あ
わ
せ

の
場
所
」を
見
つ
け
る
た
め
、自

主
的
に
参
加
し
た
市
民
の
方
々

が
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、「
し
あ

わ
せ
づ
く
り
活
動
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、「
お
芝
居
を
演
じ
る

こ
と
で
、
参
加
者
も
そ
れ
を
観

る
人
も
幸
せ
に
な
ろ
う
。
」「
自

分
達
で
小
さ
な
喫
茶
店
を
作
っ

て
、
み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
。」な
ど
、し
あ
わ
せ
に
は
色
々

な
形
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
も
引
き
続
き
、

こ
の
活
動
に
取
り
組
む
仲
間
を

募
集
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

　
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、社

会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
福
祉

担
当
室
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、社
会
福
祉
課
・
各

支
所
福
祉
担
当
室
、庄
原
市
社
会

福
祉
協
議
会
・
各
地
域
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。ま
た
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
福
祉
担
当
室
ま

で
。

　
今
年
度
の
成
人
式
を
、
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、６
月
以
降
の

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
15
日（
日
）10
時
～

と
こ
ろ
　
庄
原
市
民
会
館

対
象
者
　
市
内
在
住
者
、
ま
た

は
市
外
に
住
む
庄
原
市
出
身
者

で
、平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
。

●
実
行
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

　
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
一
緒

に
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
成
人
対
象
者
で
、
成
人
式
の

企
画
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
、実

行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
８
８

　
不
要
と
な
っ
た
市
有
自
動
車

の
公
売
を
、
５
月
中
に
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
管
財
課
管
財
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
２
４

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n
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庄
原
市
成
人
式

「
し
あ
わ
せ
づ
く
り
活
動
」

参
加
者
募
集

体
罰
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口

募
　
　
　
集

国
定
公
園
　
吾
妻
山
山
開
き

「
地
域
づ
く
り
未
来
塾
」講
演
会

比
婆
山
山
開
き

森
林
の
美
術
館
Ⅴ

前
田
多
寿
子
お
し
花
教
室
作
品
展

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

人
権
相
談（
特
設
）

健
康
相
談

道
後
山
山
開
き
・
つ
つ
じ
祭
り

定
期
巡
回
児
童
相
談

生
活
相
談

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

２
０
１
０
健
康
福
祉
ま
つ
り

催
　
　
　
し

市
有
自
動
車
を
公
売
し
ま
す



（
4
月
12
日
～
18
日
・
東
京
都
）

●
女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ

第
２
位

金
藤
　
理
絵（
東
海
大
学
４
年
）

（
3
月
28
日
・
福
岡
市
）

●
試
合
競
技

中
学
生
男
子
個
人
の
部
　
優
勝

足
立
　
龍
邦（
庄
原
中
３
年
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

広報 2829 広報 2010. 52010. 5

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国
・

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る

各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を

掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

第
27
回
若
獅
子
旗

西
日
本
な
ぎ
な
た
大
会

西
日
本
大
会

全
国
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

第
86
回
日
本
選
手
権

水
泳
競
技
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

　
さ
わ
や
か
な
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

　
公
園
で
は
初
夏
の
花
が
咲
き

は
じ
め
、
花
の
広
場
で
は
９
万

５
千
本
の
シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー
が

見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　
鮮
や
か
な
赤
色
が
印
象
的
な

ポ
ピ
ー
は
、
花
び
ら
が
と
て
も

薄
く
て
軽
や
か
。
わ
ず
か
な
風

で
も
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
の
で
、

ま
る
で
ポ
ピ
ー
の
じ
ゅ
う
た
ん

が
波
打
つ
よ
う
で
す
。

　
春
か
ら
咲
き
続
け
て
い
る
ビ

オ
ラ
、パ
ン
ジ
ー
で
描
い
た「
ど

う
ぶ
つ
」も
5
月
い
っ
ぱ
い
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　「
大
芝
生
広
場
」周
り
の
花
壇

に
は
約
1
万
4
千
本
の
「
ル
ピ

ナ
ス
」が
咲
い
て
い
ま
す
。

　
藤
の
花
が
天
に
向
っ
て
咲
く

よ
う
な
姿
か
ら
”昇

り
藤
“
の

和
名
を
持
つ
、
こ
の
地
域
で
は

比
較
的
珍
し
い
花
で
す
。

　
「
ひ
ば
の
里
」の
小
川
や
池
の

周
り
に
は
ア
ヤ
メ
や
シ
ョ
ウ
ブ

が
涼
し
げ
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

6
月
中
旬
頃
か
ら
約
８
千
株
の

ア
ジ
サ
イ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
公
園
で
は

さ
ま
ざ
な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

散
策
す
る
と
自
分
だ
け
の
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー

5
月
中
旬
～
6
月
上
旬

◎
ル
ピ
ナ
ス

5
月
中
旬
～
6
月
上
旬

◎
ア
ジ
サ
イ

6
月
中
旬
～
7
月
中
旬

※
見
ご
ろ
は
天
候
に
よ
り
変
化

し
ま
す
。

　　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ど
ち
ら
も
最
近
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
公
園
で
は
こ
の
ど
ち
ら
も
楽

し
め
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
国
兼
池
を
一
周
す
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
は
４
千
㍍
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
３
千
８

０
０
㍍
で
す
。
北
入
口
サ
イ
ク

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
発
す

る
と
500
㍍
お
き
に
表
示
が
あ
る

の
で
目
安
に
な
り
ま
す
。
マ
イ

ペ
ー
ス
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
自
転
車
は
お
持
込
い
た

だ
け
ま
す
（
小
中
学
生
の
方
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
く
だ

さ
い
）。

※
開
花
状
況
・
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し

く
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

初
夏
の
花
物
語

主
な
初
夏
の
花
の
見
ご
ろ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

備北公園管理センター
鈎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

備北
丘陵公園
だより

初夏の花のご紹介初夏の花のご紹介
～シャーレポピー、ルピナス～

５月15日（土）～7月４日（日）

●
薬
草
探
険
と
薬
膳
料
理

（
春
の
コ
ー
ス
）

　
七
塚
原
に
自
生
し
て
い
る
薬

草
の
観
察
と
健
康
薬
膳
料
理
の

作
り
方
を
学
び
ま
す
。

と
き

６
月
５
日（
土
）～
６
日（
日
）

１
泊
２
日

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚

講
師

安
田
女
子
大
学

薬
学
部
　
神
田
博
史
先
生

薬
膳
料
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

木
元
典
子
先
生

対
象
者
　
成
人
男
女

募
集
人
数
　
50
人

参
加
費
　
８
千
円

申
込
締
切
　
６
月
１
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
原
の
家
七
塚

鈎
０
８
２
４-

７
５-

２
０
３
３

FAX
０
８
２
４-

７
４-

０
８
２
７

　
絶
滅
寸
前
の
草
花
・
文
化
・
自

然
を
守
ろ
う
と
、「
ぼ
ん
ば
な
文

化
伝
承
講
座
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。こ
の
講
座
は
、地
域
と
都

市
が
協
働
し
て
の
保
全
交
流
会

を
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ゴ
ダ
イ
、ぼ
ん
ば
な
文
化
、

米
、
そ
ば
、
漬
物
な
ど
、
自
然
豊

か
な
地
域
比
和
町
三
河
内
で
一

緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
6
月
12
日（
土
）

10
時
～
13
時
30
分

と
こ
ろ
　『
祥
光
山
慶
雲
寺
』の

参
道
”ぼ

ん
ば
な
の
丘
“

携
行
品
　
カ
マ
、軍
手
、タ
オ
ル
、

カ
ッ
パ
な
ど

参
加
費
　
１
人
　
１
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

鈎
０
８
２
４
‐
８
５
‐
３
０
０
０

　
道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー

ク
内
に
自
生
す
る
中
国
山
地
特

有
の
山
野
草
な
ど
の
植
物
を
、

現
地
ガ
イ
ド
の
わ
か
り
や
す
い

解
説
で
紹
介
し
ま
す
。
ス
ズ
ラ

ン
が
見
ご
ろ
を
む
か
え
ま
す
。

と
き
　
６
月
６
日（
日
）10
時
～

と
こ
ろ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

参
加
費

大
人
　
　
　
　
５
０
０
円

高
校
生
以
下
　
２
５
０
円

（
入
園
料
含
む
）

問
い
合
わ
せ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

鈎
０
８
２
４-

８
４-

２
７
２
７

●
中
国
山
地
の
自
然
探
訪

　
県
民
の
森
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
、比
婆
山
を
中
心
に
近
郊
の
山
々

を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
新
緑
の
比
婆
山
と
大
万
木
山

　
―
雄
大
な
ブ
ナ
の
新
緑
と
可

憐
な
草
花
と
の
出
会
い
―

と
き
　
５
月
14
日（
金
）・
15
日（
土
）

●
神
話
伝
説
の
二
つ
の
比
婆
山

　
―
広
島
県
庄
原
市
と
島
根
県

安
来
市
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比

婆
山
の
観
察
―

と
き
　
６
月
４
日（
金
）・
５
日（
土
）

参
加
費

１
泊
３
食
　
１
万
５
０
０
円

日
帰
り
　
　
２
千
円

定
員
　
25
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン
タ
ー

鈎
０
８
２
４-

８
４-

２
０
１
１

　
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
へ
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定

車
標
章
の
交
付
基
準
が
、平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

内
容

新
た
に
肝
機
能
障
害
で
、
次
の

基
準
に
該
当
す
る
方
が
標
章
の

交
付
対
象
者
と
な
り
ま
し
た
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら

３
級
ま
で
の
各
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
重
度

障
害
者
の
程
度
が
特
別
項
症
か

ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

申
請
窓
口

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
交
通
課

問
い
合
わ
せ

広
島
県
警
察
本
部
交
通
規
制
課

（
勤
務
時
間
中
）

鈎
０
８
２-

２
２
８-

０
１
１
０

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
交
通
課

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
、「
水
道
に
　
寄
せ
る
信

頼
　
飲
む
安
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
全
国
一
斉
に
水
道
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
公
衆

衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道
事

業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
水
の
大
切
さ
を
は
じ
め
、
私

た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い「
安
全
で
お
い
し
い
水
」を
お

届
け
す
る
、
水
源
か
ら
蛇
口
ま

で
の「
水
道
」に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
課
庶
務
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
９
７

　
平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
は
4
月
1
日
～

5
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
こ
の
縦
覧
制
度
に
よ
り
、
納

税
者
が
、自
己
の
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
に
関
し
、
縦
覧

帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
周
辺

の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
比

較
で
き
ま
す
。

　
な
お
、課
税
明
細
に
つ
い
て
は
、

５
月
中
旬
に
送
付
す
る
納
税
通

知
書
及
び
課
税
明
細
書
に
よ
っ

て
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

縦
覧
場
所

庄
原
市
役
所
税
務
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税(

土
地･

家
屋)

の

納
税
者
本
人
ま
た
は
そ
の
同
居

の
家
族

②
納
税
者
の
同
意
書
ま
た
は
委

任
状
を
持
参
す
る
人

③
納
税
管
理
人

④
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
ま

た
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
人

⑤
法
定
代
理
人

（
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
４
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

　
備
北
エ
リ
ア（
三
次
市
・
庄
原

市
）の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
備

北
の
か
が
や
き
」春
・
夏
編
が
3

月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
春

か
ら
夏
に
か
け
て
の
イ
ベ
ン
ト

や
風
物
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
や
観
光
施
設
な

ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
備
北
エ
リ
ア
の
観
光
や
イ
ベ

ン
ト
へ
お
出
か
け
の
際
に
は
、ぜ

ひ
、こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
持

ち
い
た
だ
き
、よ
り
一
層
、備
北

エ
リ
ア
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
で
は
、
備
北
エ
リ
ア
の
広

域
観
光
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
既
存
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
へ
の
広
域
マ
ッ
プ
の
掲
載
、

既
存
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
実
施
な

ど
を
、
関
係
団
体
と
共
同
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
事
務
局

鈎
０
８
２
４-

４
４-

３
８
５
５

め
ぶ
き
交
流
会

ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
自
然
観
察
会

水
道
週
間

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車

標
章
の
変
更

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
備
北
の
か
が
や
き
」春
・
夏
編

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

そ
　
の
　
他

高
原
の
家
七
塚

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

ルピナス

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
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地学分館開館に向けて
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市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

里呼織り工房展
とき　６月９日（日）～11日（火）
　　　10時～17時

　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　鈎0824-73-1178
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
ください。使用料はいりません。

　４月の人事異動により、新しく広報担当となりま
した。初めての職場、初めての仕事で、初っ端からド
タバタ劇を繰り広げ広報紙上初の休刊が頭をよぎ
りましたが、紙面に関わってくださった皆さまのサ
ポートで何とか発行にこぎつけることができました。
これから、読者のみなさまに親しまれる広報紙づく
りに努めていきますので、今後ともよろしくお願い
いたします。イベント会場などでカメラを持ってぎ
こちない動きを見せる少し怪しげな人物を見かけ
たら、それはたぶん私です。気軽に声をかけてくだ
さい。

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

しょうばら九日市

鈎0824-75-4411

毎月９日は、しょうばら九日市

★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは
　交流サロンラッキー　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

６
月

《と　き》　６月９日（水）　10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

休日診療のご案内

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

５月・６月の休日診療については、次のとおりです。

５月・６月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

●庄原地域

●東城地域

5月16日（日）

23日（日）

30日（日）

6月  6日（日）

戸谷医院

牧原医院

河本医院

庄原赤十字病院

鈎0824-72-3131

鈎0824-72-0057

鈎0824-75-0311

鈎0824-72-3111

広報日記

問

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成22年３月末日現在

職場での旧姓使用
男女共同参画コーナー 鈎0824-73-1243

鈎0824-73-1145
鈎0824-73-1175
鈎0824-73-1197

●税務課収納係
●下水道課管理係
●水道課庶務係

女性児童課

奥

￥

庄原市役所 　女 性 児 童 課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

５月
28日（金）

広島県立
農業技術大学校

10時～11時30分

土井木工㈱
庄原工場 13時30～15時

◎と　き　６月12日（土）　９時～12時
◎ところ　高野支所

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当課へお願いします。

ふれあい市長室の日程
鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

ゆめさくら講座
○かずら教室
～藤かずらランプシェードづくり～
とき　５月21日（金）10時30分～12時
参加費　2,300円（ライト込）
定員　20人

○癒しの空間づくりKouza
～軽石と山野草の寄せ植えづくり～
とき　５月24日（月）
　　　朝の部　10時30分～12時30分
　　　昼の部　13時30分～15時30分
参加費　1,500円　定員　各15人

展示
○お父さんの似顔絵展
似顔絵募集！　※展示後、発送します。
期間　６月2日（水）～14日（月）

5月16日（日）

23日（日）

30日（日）

6月  6日（日）

こぶしの里病院

瀬尾医院

東城病院

細川医院

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-0023

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-0054

比和自然科学博物館 鈎0824-85-3005

開館　９時～17時（年末年始休館）

【５～６月のイベント情報】

　博物館収蔵庫に数万点の貴重な化石が保管されている

ことをご存知ですか？その中には、クジラの化石や、貝の

化石、絶滅した動植物の化石などもあります。

　収蔵庫では、この貴重な化石を管理、保護するため、専

門家の先生に指導を受けながら、化石のクリーニングや

資料整理などを行なっています。とても地味な作業ですが、

当時の地形や気候、環境などさまざまなことを知る手が

かりにもなります。

　現在、地学分館の開館に向けて施設整備も進めています。

　※地学分館開館については、あらためてお知らせする

予定です。

総領
地域

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

毎月第２水曜日
５月12日、６月９日

毎月第１～第４火曜日
５月11日・18日・25日
６月１日・８日・15日・22日

毎月第１・第３木曜日
５月６日・20日、６月３日・17日

毎月第１・第３木曜日
５月６日・20日、６月３日・17日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第４木曜日
５月27日、６月24日

毎月第４木曜日
５月27日、６月24日

毎月第４木曜日
５月27日、６月24日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

　法律では、婚姻の際に夫または妻の姓どちらかを選択す
ることになっていますが、実際に改姓するのは、約97％が
女性です。　
　結婚後も働き続ける女性が増え、姓がかわったことを取
引先等に説明しなくてはならなかったり、外部からの旧姓
での問い合わせに対応できなかったりなどのデメリットか
ら、改姓後も旧姓を使用したいという声が上がるようにな
りました。
　国は、平成13年から旧姓使用がで
きる要綱を制定し、全省庁で旧姓使用
が認められるようになりました。また、
民間企業での使用も増えています。
　庄原市でも、今年４月から婚姻や
養子縁組等で戸籍上の姓がかわっ
た後も、希望者は届出により旧姓を
使用できるようになりました。

8万6,000点の化石の標本を収蔵しています。

●住民基本台帳登載人口
　人口　　40,888人（前年比－574人）
　男　　　19,397人（前年比－262人）
　女　　　21,491人（前年比－312人）
　世帯数　16,033世帯（前年比＋12世帯）
●外国人登録人口
　人口　324人（前年比＋２人）

　自動車税は５月31日までに納めましまし

ょう。納税は安全・便利な口座振替で！

問い合わせ

広島県北部県税事務所　鈎0824-63-5181

自動車税は５月31日までに


